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１ 開 会 

 

２ 報告 

令和４年度神奈川県社会教育委員連絡協議会 

地区研究会（愛川町会場）について 

 

３ 議事 

 （１）小委員会の設置について 

（２）市民大学講座について（講座内容） 

 

４ その他連絡事項 
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資料１ 

第１回小委員会会議概要 

 

令和４年（2022年）12月 12日（月）14：00～16：00 

第１回小委員会 

市役所本館６階 Ａ会議室 

出席者 小林委員、林委員、松本委員、 

山岸委員、渡辺委員（五十音順）、 

事務局（島内係長、遠藤主任） 

 

第３回社会教育委員会議の資料について検討を行った。 

概要は以下のとおり。 

 

はじめに、事務局から、昭和 52年の市民大学開設、平成 12年の生涯学習セン

ター開館、令和４年度からの生涯学習センター指定管理第５期の開始の時期の

市民大学の目的、同時期の本市人口と人口構成の変化について説明した。 

また、併せて、他市町での生涯学習関連講座、市内・近隣大学での公開講座の

実施状況について説明した。 

 以上により、検討前の意識合わせを行った。 

 

＜共通認識＞ 

・市民大学は、開設当時から短期大学、大学教養課程レベルの専門的な内容の講

座を中心に行ってきていることに変わりはないが、受講者の求める内容の多

様化への対応や、市民がとりつきやすい内容の講座も開設するなど、変化が見

える。 

・市民大学開設時と現在の人口構成を追うと、０～14 歳の年少人口の大きな減

少と、65歳以上の老年人口の大きな増加がみられる。15～64歳までの生産年

齢人口は、総人口の減少に歩調を合わせるように緩やかに減少しているが、年

少人口、老年人口ほどの激変ではない。 

・コミュニティセンターの講座は、市民大学の講座に比べて、暮らしに役立つ実

学的な内容や、趣味的な側面を持つものが多くあり、単発や連続講座でも短期

のものが多く、以前は市民大学講座との違いがはっきりしていた。しかし、近

年はコミュニティセンターでも大学教授等を講師とした専門性の高い講座も

あり、両者の講座内容が近似してきている部分もある。 

・県内市町村では、本市の生涯学習センターのような拠点施設をもち、なおかつ

市民大学のように専門性の高い講座を年間通じて多数開設しているところは、

現時点で分かっている範囲では皆無。施設はあっても貸館に重点を置いてい
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たり、公民館、コミュニティセンターで身近な内容や地域の方たちを講師とし

て講座を行ったりというところが多い。一部では本市市民大学講座と類似の

専門性の高い内容もあるが、数や開講期間は少なく短い。 

・一部の市町では、域内の大学と連携し、大学のキャンパスでの市民講座を行っ

ているところがある。 

・市内や近隣の大学では、一般向けの公開講座を行っているところが多い。大学

内に生涯学習に関する専門部署や、地域連携の専門部署を持つ大学は、幅広い

分野で専門性が高い公開講座を多数行っており、本市市民大学講座との内容

や組み立てが非常に近い。 

 

１ 検討課題について 

（１）ターゲット層のとらえ方 

 ・幅広く多くの方に参加してもらうため、市民大学の内容を見直し、受講者の

新規層を開拓したいということだが、ターゲットを絞る際には年齢もそうだが、

ターゲットのライフスタイル等の分析も必要。講座アンケートもとっていると

思うが、アンケートは既存層からの意見。新規層開拓には、それ以外の部分から

の情報が必要。 

 ・開拓したい新規層は、参加の少ない 50代以下の方が中心と思うが、仕事を

持っていると通勤時間や休日の過ごし方など、時間の消費の仕方、ライフスタイ

ルが今の受講者とは違う。 

 ・子供がいる世代は、流行りのものを子供から教えてもらったりすることがあ

る。たとえば、YouTube や TikTok 等の SNS の投稿の仕方など、ワークショップ

を行って子供と親が一緒に学べて、家庭でのコミュニケーションに役立ったり、

親も学べたりするメリットがあるとよいと思う。 

 ・新規層開拓とともに、現在来ていただいている方は引き続き確保していかな

くてはならない。 

 

⇒ ターゲットとする新規層は現在の受講者の中心層より若い年代を想定する

が、今後、高年齢者の人口比が高まっていくので、余裕があれば、現在の中

心受講者と同年代で、受講に結び付いていない方へのアピールも考えられ

るとより良い。既存層は引き続き維持する必要がある。 

 

（２）提言の方向性、レベル 

 ・市民大学は生涯学習センターの指定管理者である（公財）生涯学習財団が企

画している。社会教育委員会議の提言は、講座内容を決めてしまうようなところ

までいくのか、それとも、このようなアイデアがあるがどうかと、役立ちそうな
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提案を行って、生涯学習財団の講座運営のヒントや気づきを促すようなものを

色々出すのか。 

 

⇒ 生涯学習財団では、現在も市民大学の受講者層を広げるための工夫を模索

している。しかし、講座企画・運営者側の見方に寄ってしまうため、生涯学

習財団だけではなかなか難しい面もある。第三者としての視点や受講者と

しての視点なども必要である。直接的に取り入れられるものだけでなく、い

ただいたご意見から受講者の新規獲得・拡大につながるヒントやきっかけ、

気づきにつながることも多いと考える。講座の企画・運営は指定管理者であ

る（公財）生涯学習財団の業務権限の範疇であり、専門性を発揮する部分で

あるため、直接・個別の講座内容ではなく、俯瞰して講座運営の手助けとな

るようなものを提示する。 

 

（３）必要な資料 

 ・過去５～10 年分くらいの市民大学講座の開設講座、応募者数や受講者数の

データがあれば、流行りや廃れ、需要の高低について見えてくるものがあるので

はないか。現在受講者の中心となっているのは 75歳以上の方でリピーターも多

い。この方たちは失ってはならないので、過去の分析から今後提示していく講座

の方向性を見つけられないか。 

 ・統計等でライフスタイルが読み取れるようなものはないか。横須賀市のもの

がなければ、県や国のものでないか。余暇や時間の使い方が分かるものがあれば、

人の動きが見えるのではないか。 

 ・最近、社会的に話題となっていたり、関心が高い事柄、タイムリーで市民の

関心をひきそうな事柄が分かるとよい。専門性を高くしすぎず、受けてみたい、

参加しやすいというテーマで、市民大学を知ってもらう、興味を持ってもらう入

口のような講座があってもよい。入口となるテーマの参考になる資料はないか。 

 

⇒ ・平成 23年度から令和３年度の市民大学講座応募・受講状況 

  ・令和３年社会生活基本調査 

生活時間及び生活行動に関する結果 結果の概要 
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結果の解説 
 

Ⅰ １日の生活時間の配分 
 

 １日の生活時間の配分は、2021年 10月 16 日から 24日までのうち調査区ごと

に指定された連続する２日間（生活時間の指定日）について調査した結果で、調

査票にあらかじめ記載された 20種類の行動分類による１人１日当たり時間数な

どを集計したもの。 

なお、詳細な行動分類による生活時間の結果は、2022年12月に公表する予定。 
 

（※）１日の生活時間の配分の調査時期は、新型コロナウイルス感染症がいわゆる第５波として拡大した後、各地に順

次発令されていた新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成 24 年法律第 31 号）に基づく「新型コロナウイルス

感染症緊急事態宣言」及び「まん延防止等重点措置」が 2021 年９月末をもって全ての地域で終了し、解除された直

後となる。両措置が解除後も当面は地域によって営業時間の自粛等の取組が行われていたほか、新型コロナウイル

ス感染症の影響による三密回避の日常化や数度の行動制限により、前回調査となる５年前の 2016年に比べ、生活時

間の配分は変化し、新しい生活様式が浮き彫りとなるような結果となっていることがうかがえる。 

 

１ １日の生活時間の配分……………………………………………………………………2 

(1) ５年前に比べ休養・くつろぎの時間が 20 分の増加、移動（通勤・通学を除く）、

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌及び交際・付き合いの時間が７分の減少 

(2) 減少傾向で推移していた睡眠時間が増加に転じる 

２ 家事関連時間………………………………………………………………………………4 

(1) 家事関連時間は男性が増加傾向。男女差は縮小しているが依然として一定時間存

在 

(2) ６歳未満の子供を持つ世帯の夫は、５年前に比べ家事時間が 13 分増加、育児時

間は 16分増加 

(3) 介護者における介護・看護時間は男性が２時間 26分、女性が２時間 21分と 2016

年に続き男性が女性を上回る 

(4) 介護を受けている人は介護を受けていない人に比べて、睡眠、休養・くつろぎな

どの時間が長く、仕事、家事などの時間が短い 

３ 仕事の状況…………………………………………………………………………………8 

(1) ５年前に比べ男性の仕事時間は 22分の減少、女性は５分の減少 

(2) テレワーク（在宅勤務）をしていた人はしていない人に比べ睡眠、趣味・娯楽 

などの時間が長く、通勤・通学、身の回りの用事などの時間が短い 

(3) 日常生活に支障がある人はない人に比べ仕事時間は 49分短い 

４ 一緒にいた人 ……………………………………………………………………………12 

(1) 一人でいた時間は５年前に比べ全ての年齢階級で増加。家族、学校・職場の人と

一緒にいた時間はおおむねどの年齢階級でも減少 

５ スマートフォン・パソコンなどの使用状況……………………………………………14 

(1) スマートフォン・パソコンなどの使用時間が長い人は通勤・通学の時間が長く、 

睡眠時間などが短い傾向 

６ 地域別にみた生活時間 …………………………………………………………………15 

(1) 通勤・通学時間は関東地方で長い 

(2) テレビ・ラジオ・新聞・雑誌の時間は北海道で最も長い 
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１ １日の生活時間の配分 

 

(1) ５年前に比べ休養・くつろぎの時間が 20 分の増加、移動（通勤・通学を除く）、

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌及び交際・付き合いの時間が７分の減少 

 

我が国に住んでいる 10 歳以上の人について、行動の種類別に週全体平均（以下「週全体」

という。）による１日の生活時間をみると、睡眠時間が７時間 54分、仕事時間が３時間 28分、

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌の時間が２時間８分などとなっている。（表１－１） 

生活時間について、2016年と比べ増減が最も大きいものとして、休養・くつろぎの時間は

20 分の増加と最も増加が大きくなっており、移動（通勤・通学を除く）、テレビ・ラジオ・

新聞・雑誌及び交際・付き合いの時間は７分の減少と最も減少が大きくなっている。次いで、

睡眠時間が 14分の増加、仕事時間が５分の減少などとなっている。 

生活時間について、男女別に 2016 年と比べると、男性は休養・くつろぎの時間が 22 分の

増加、睡眠時間が 13分の増加などとなっており、仕事時間が 14分の減少、テレビ・ラジオ・

新聞・雑誌の時間が８分の減少などとなっている。一方、女性は休養・くつろぎの時間が 20

分の増加、睡眠時間が 14分の増加などとなっており、移動（通勤・通学を除く）及び交際・

付き合いの時間が７分の減少などとなっている。（表１－１） 

 

表１－１ 男女、行動の種類別生活時間（2016年、2021年）－週全体 

 

（時間．分）

2016年 2021年 増減 2016年 2021年 増減 2016年 2021年 増減

１次活動 10.41 10.57 0.16 10.34 10.50 0.16 10.49 11.03 0.14 

睡眠 7.40 7.54 0.14 7.45 7.58 0.13 7.35 7.49 0.14 

身の回りの用事 1.22 1.24 0.02 1.11 1.14 0.03 1.31 1.32 0.01 

食事 1.40 1.39 -0.01 1.38 1.37 -0.01 1.43 1.41 -0.02 

２次活動 6.57 6.47 -0.10 6.50 6.36 -0.14 7.03 6.57 -0.06 

仕事等 4.49 4.37 -0.12 6.08 5.45 -0.23 3.35 3.33 -0.02 

通勤・通学 0.34 0.31 -0.03 0.43 0.38 -0.05 0.25 0.24 -0.01 

仕事 3.33 3.28 -0.05 4.41 4.27 -0.14 2.29 2.32 0.03 

学業 0.42 0.38 -0.04 0.44 0.40 -0.04 0.41 0.37 -0.04 

家事関連 2.08 2.10 0.02 0.44 0.51 0.07 3.28 3.24 -0.04 

家事 1.23 1.27 0.04 0.19 0.25 0.06 2.24 2.26 0.02 

介護・看護 0.04 0.03 -0.01 0.02 0.02 0.00 0.06 0.04 -0.02 

育児 0.15 0.14 -0.01 0.06 0.06 0.00 0.24 0.21 -0.03 

買い物 0.26 0.26 0.00 0.17 0.18 0.01 0.34 0.33 -0.01 

３次活動 6.22 6.16 -0.06 6.36 6.34 -0.02 6.09 6.00 -0.09 

0.29 0.22 -0.07 0.28 0.21 -0.07 0.30 0.23 -0.07 

2.15 2.08 -0.07 2.19 2.11 -0.08 2.11 2.05 -0.06 

1.37 1.57 0.20 1.37 1.59 0.22 1.36 1.56 0.20 

0.13 0.13 0.00 0.13 0.13 0.00 0.12 0.12 0.00 

趣味・娯楽 0.47 0.48 0.01 0.57 1.00 0.03 0.37 0.37 0.00 

スポーツ 0.14 0.13 -0.01 0.18 0.16 -0.02 0.10 0.10 0.00 

0.04 0.02 -0.02 0.04 0.02 -0.02 0.04 0.02 -0.02 

交際・付き合い 0.17 0.10 -0.07 0.15 0.08 -0.07 0.19 0.12 -0.07 

受診・療養 0.08 0.07 -0.01 0.07 0.06 -0.01 0.09 0.08 -0.01 

その他 0.19 0.16 -0.03 0.17 0.15 -0.02 0.20 0.17 -0.03 

ボランティア活動・社会参加活動

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌

総　数 男 女

移動（通勤・通学を除く）

休養・くつろぎ

学習・自己啓発・訓練（学業以外）
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(2) 減少傾向で推移していた睡眠時間が増加に転じる 

 

主な行動の種類について、過去 20年間の推移をみると、身の回りの用事、休養・くつろぎ、

趣味・娯楽などの時間は増加傾向となっている。一方、テレビ・ラジオ・新聞・雑誌、交際・

付き合いなどの時間は減少傾向となっている。また、睡眠時間については減少傾向で推移し

ていたが、2021年は増加に転じた。（図１－１） 

 

図１－１ 男女、主な行動の種類別生活時間（2001年～2021年）－週全体 

 

睡眠 身の回りの用事

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 休養・くつろぎ

趣味・娯楽 交際・付き合い
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２ 家事関連時間 

 

(1) 家事関連時間は男性が増加傾向。男女差は縮小しているが依然として一定時間存

在 

 

家事関連時間１）を男女別に 2016 年と比べると、男性は 51 分で７分の増加、女性は３時間

24分で４分の減少となっている。（表２－１） 

過去 20年間の家事関連時間の推移をみると、2001年に比べ、男性は 20分の増加、女性は

10 分の減少となっている。男女の差は２時間 33 分と 2001 年の３時間３分と比べると 30 分

縮小しているが、依然として差は大きい。（表２－１、図２－１） 

 

表２－１ 男女別家事関連時間の推移  図２－１ 男女別家事関連時間の推移 

（2001年～2021年）－週全体     （2001年～2021年）－週全体 

  

 

 

 

 

 

 

 

(2) ６歳未満の子供を持つ世帯の夫は、５年前に比べ家事時間が 13 分増加、育児時

間は 16分増加 

 

子供がいる世帯のうち６歳未満の子供がいる世帯について、夫と妻の家事関連時間をみる

と、夫は１時間 54分、妻は７時間 28分となっており、2016年と比べると夫は 31分の増加、

妻は６分の減少となっている。家事関連時間の内訳についてみると、夫の家事時間は 13分の

増加、育児時間は 16分の増加とそれぞれ大きく増加している。一方、妻の家事時間は９分の

減少、育児時間は９分の増加となっている。 

過去 20年間の夫と妻の家事関連時間の内訳の推移をみると、夫の家事時間及び育児時間は

増加傾向で推移しており、2021年はいずれの時間も大きな増加となっている。一方、妻の家

事時間は減少傾向、育児時間は増加傾向で推移しており、2016年に初めて育児時間が家事時

間を上回り、2021年はその差が更に拡大している。（表２－２、図２－２、図２－３） 

 

１）「家事」、「介護・看護」、「育児」及び「買い物」の時間 

（時間.分）
男 女 男女差

2001年 0.31 3.34 -3.03
2006年 0.38 3.35 -2.57
2011年 0.42 3.35 -2.53
2016年 0.44 3.28 -2.44
2021年 0.51 3.24 -2.33
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表２－２ ６歳未満の子供を持つ夫・妻の家事関連時間の推移 

（2001年～2021年）－週全体、夫婦と子供の世帯 

 

 

図２－２ ６歳未満の子供を持つ夫・妻の家事関連時間の推移 

（2001年～2021年）－週全体、夫婦と子供の世帯 

 

 

図２－３ ６歳未満の子供を持つ夫・妻の家事時間及び育児時間の推移 

（2001年～2021年）－週全体、夫婦と子供の世帯 

                   

 

  

（時間.分）

2001年 2006年 2011年 2016年 2021年 2001年 2006年 2011年 2016年 2021年

家事関連 0.48 1.00 1.07 1.23 1.54 7.41 7.27 7.41 7.34 7.28

　家事 0.07 0.10 0.12 0.17 0.30 3.53 3.35 3.35 3.07 2.58

　介護・看護 0.01 0.01 0.00 0.01 0.01 0.03 0.03 0.03 0.06 0.03

　育児 0.25 0.33 0.39 0.49 1.05 3.03 3.09 3.22 3.45 3.54

　買い物 0.15 0.16 0.16 0.16 0.18 0.42 0.40 0.41 0.36 0.33

夫 妻

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

2001年 2006年 2011年 2016年 2021年

夫 妻（時間）

夫 妻 
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(3) 介護者における介護・看護時間は男性が２時間 26分、女性が２時間 21分と 2016

年に続き男性が女性を上回る 

 

15 歳以上でふだん家族を介護している人１）（以下「介護者」という。）は 653 万４千人で、

介護施設で介護を受けている者の一時帰宅が新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点か

ら制限を受けたことなどにより 2016年と比べ 45万３千人の減少となっている。 

また、男女別にみると、男性が 256 万５千人、女性が 396 万９千人となっており、女性が

介護者全体の約６割を占めている。年齢階級別にみると、介護者数が最も多い 50～59 歳で７

万３千人の減少となっている一方、70 歳以上で 23 万３千人の増加となっており、60 歳以上

で介護者全体の約５割を占めている。（表２－３） 

 

表２－３ 男女、年齢階級別介護者数（2016年、2021年）－週全体、15歳以上 

 

 

 

 

１）ふだんの状態がはっきり決められない場合は、１年間に 30日以上介護をしていれば「ふだん介護をしている」

とした。 

（千人） （千人） （％） （％） （千人） （千人） （％） （％） （千人） （ポイント） （ポイント）

総数 107806 6987  6.5  100.0 107124 6534  6.1  100.0 -453 -0.4  0.0

30歳未満 18449 258  1.4  3.7 18088 247  1.4  3.8 -11 -0.0  0.1

30～39歳 15262 403  2.6  5.8 13817 295  2.1  4.5 -108 -0.5 -1.3

40～49歳 18838 978  5.2  14.0 17770 805  4.5  12.3 -173 -0.7 -1.7

50～59歳 15277 1909  12.5  27.3 16885 1836  10.9  28.1 -73 -1.6  0.8

60～69歳 18088 2071  11.4  29.6 14969 1751  11.7  26.8 -320  0.2 -2.8

70歳以上 21892 1368  6.2  19.6 25596 1601  6.3  24.5 233  0.0  4.9

男 52395 2776  5.3  39.7 52094 2565  4.9  39.3 -211 -0.4 -0.5

30歳未満 9435 141  1.5  2.0 9251 116  1.3  1.8 -25 -0.2 -0.2

30～39歳 7729 124  1.6  1.8 7031 117  1.7  1.8 -7  0.1  0.0

40～49歳 9503 363  3.8  5.2 8986 313  3.5  4.8 -50 -0.3 -0.4

50～59歳 7621 716  9.4  10.2 8448 682  8.1  10.4 -34 -1.3  0.2

60～69歳 8783 838  9.5  12.0 7304 668  9.1  10.2 -170 -0.4 -1.8

70歳以上 9324 593  6.4  8.5 11073 668  6.0  10.2 75 -0.3  1.7

女 55411 4211  7.6  60.3 55031 3969  7.2  60.7 -242 -0.4  0.5

30歳未満 9014 117  1.3  1.7 8837 131  1.5  2.0 14  0.2  0.3

30～39歳 7533 279  3.7  4.0 6785 178  2.6  2.7 -101 -1.1 -1.3

40～49歳 9335 615  6.6  8.8 8784 492  5.6  7.5 -123 -1.0 -1.3

50～59歳 7656 1193  15.6  17.1 8437 1153  13.7  17.6 -40 -1.9  0.6

60～69歳 9305 1233  13.3  17.6 7665 1083  14.1  16.6 -150  0.9 -1.1

70歳以上 12568 775  6.2  11.1 14523 933  6.4  14.3 158  0.3  3.2

増減

介護者数
人口に占
める介護
者の割合

構成比 介護者数
人口に占
める介護
者の割合

構成比 介護者数
人口に占
める介護
者の割合

構成比人口

2016年 2021年

人口
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介護者のうち、調査当日に実際に介護・看護を行った人の平均時間（行動者平均時間）に

ついて、過去 20年間の推移をみると、男性はおおむね横ばい、女性はおおむね減少傾向で推

移しており、2016年に初めて男性が女性の行動者平均時間を上回った後、2021年も引き続き

男性が女性を上回っている。（図２－４） 

 

図２－４ 介護者の介護・看護の行動者平均時間の推移（2001年～2021年） 

－週全体、15歳以上 

 

 

(4) 介護を受けている人は介護を受けていない人に比べて、睡眠、休養・くつろぎな

どの時間が長く、仕事、家事などの時間が短い 

 

15歳以上の人について介護を受けているか否か別に生活時間をみると、介護を受けている

人は介護を受けていない人に比べ、睡眠、休養・くつろぎなどの時間が長く、仕事、家事な

どの時間が短くなっている。（表２－４） 

 

表２－４ 介護を受けているか否か、主な行動の種類別生活時間（2021年） 

－週全体、15歳以上 

 

 

2.19 2.24 2.17
2.28

2.26

2.39
2.34

2.20
2.32

2.21

0

2

4

2001年 2006年 2011年 2016年 2021年

（時間.分）

男

女

（時間.分）

睡眠 仕事 家事 買い物 移動
１） 休養・

くつろぎ
趣味・
　娯楽

スポーツ
受診・
療養

総数 介護を受けていない 7.47 3.46 1.33 0.27 0.22 1.54 0.49 0.12 0.06

介護を受けている 9.35 0.19 0.44 0.11 0.12 2.56 0.24 0.04 0.44

　うち65歳以上 介護を受けていない 8.01 1.26 2.09 0.34 0.21 1.41 0.45 0.19 0.09

介護を受けている 9.46 0.05 0.45 0.10 0.11 2.57 0.19 0.04 0.44

１）移動（通勤・通学を除く）
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３ 仕事の状況 

 

(1) ５年前に比べ男性の仕事時間は 22分の減少、女性は５分の減少 

 

有業者（15歳以上。以下同じ。）の仕事時間についてみると、男性が６時間 27分、女性が

４時間 42分と男性が女性に比べ１時間 45分長くなっている。2016年と比べると、男性は 22

分の減少と大きく減少、女性は５分の減少となり、男性と女性の仕事時間の差が大きく縮小

した。過去 20年間の仕事時間の推移を男女別にみると、2001年に比べ、男性は 21分の減少、

女性は９分の減少となっており、男女共に減少傾向となっている。（図３－１） 

 

図３－１ 男女別仕事時間の推移（2001年～2021年）－週全体、有業者 

 

 

有業者のうち雇用されている人の仕事時間を雇用形態別にみると、「正規の職員・従業員」

が６時間 43分、「正規の職員・従業員以外」は４時間５分となっており、2016年と比べると、

「正規の職員・従業員」は 26分の減少、「正規の職員・従業員以外」は 14分の減少といずれ

も大きな減少となっている。「正規の職員・従業員以外」の内訳について、男女別に 2016 年

と比べると、男性は「契約社員」が 33分の減少、「アルバイト」が 32分の減少、女性は「労

働者派遣事業所の派遣社員」が 24分の減少、「アルバイト」が 23分の減少などとなっており、

男女、雇用形態にかかわらず仕事時間はおおむね減少している。（表３－１） 

 

 

 

 

 

6.48 7.00 6.56 6.49
6.27

4.51 5.00
4.50 4.47 4.42

3

5

7

2001年 2006年 2011年 2016年 2021年

男

女

0

（時間.分）

～～

8
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表３－１ 男女、雇用形態別仕事時間（2016年、2021年） 

－週全体、有業者 

 

 

(2) テレワーク（在宅勤務）をしていた人はしていない人に比べ睡眠、趣味・娯楽な

どの時間が長く、通勤・通学、身の回りの用事などの時間が短い 

 

生活時間の指定日が平日で仕事があった日（出張・研修などの日を除く。）の有業者（5286

万７千人）について、その日におけるテレワーク実施の有無別でみると、テレワーク（在宅

勤務）の人は 354万２千人となっており、全体の 6.7％を占めている。（表３－２） 

また、生活時間についてみると、テレワーク（在宅勤務）をしていた人は、していない人

（テレワーク以外の人）に比べ、睡眠時間が 18 分、趣味・娯楽の時間が 16 分、仕事時間が

13分それぞれ長く、通勤・通学時間が１時間３分、身の回りの用事の時間が 10 分、テレビ・

ラジオ・新聞・雑誌の時間が８分それぞれ短くなっている。（表３－３） 

次に、年齢階級別にみると、全ての年齢階級でテレワーク（在宅勤務）をしていた人の方

がしていない人に比べ通勤・通学時間が非常に短くなっている中、25～34歳では睡眠時間が

41 分、趣味・娯楽の時間が 28 分それぞれ長くなっている。また、35～44 歳では育児時間が

2016年 2021年 増減
総数 5.55 5.40 -0.15
　雇用されている人 5.59 5.43 -0.16
　　正規の職員・従業員 7.09 6.43 -0.26
　　正規の職員・従業員以外 4.19 4.05 -0.14
　　　パート 4.01 3.53 -0.08
　　　アルバイト 3.31 3.03 -0.28
　　　契約社員 6.04 5.35 -0.29
　　　嘱託 5.16 5.14 -0.02
　　　労働者派遣事業所の派遣社員 5.32 5.09 -0.23
　　　その他 4.12 4.08 -0.04
総数 6.49 6.27 -0.22
　雇用されている人 6.53 6.30 -0.23
　　正規の職員・従業員 7.33 7.03 -0.30
　　正規の職員・従業員以外 4.57 4.36 -0.21
　　　パート 4.37 4.30 -0.07
　　　アルバイト 3.54 3.22 -0.32
　　　契約社員 6.21 5.48 -0.33
　　　嘱託 5.34 5.28 -0.06
　　　労働者派遣事業所の派遣社員 6.01 5.51 -0.10
　　　その他 4.46 4.52 0.06
総数 4.47 4.42 -0.05
　雇用されている人 4.54 4.49 -0.05
　　正規の職員・従業員 6.16 6.03 -0.13
　　正規の職員・従業員以外 4.01 3.51 -0.10
　　　パート 3.56 3.48 -0.08
　　　アルバイト 3.07 2.44 -0.23
　　　契約社員 5.43 5.21 -0.22
　　　嘱託 4.48 4.51 0.03
　　　労働者派遣事業所の派遣社員 5.06 4.42 -0.24
　　　その他 3.35 3.26 -0.09

男

女

仕事時間
（時間.分）

総
数
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23分長く、45～54歳では睡眠時間が 17分、食事時間が 16分長くなっているなど、テレワー

クにより通勤時間が減少した分を趣味・娯楽や育児など年齢階級ごとに異なる行動への時間

に充てられていることがうかがえる。（表３－３） 

 

表３－２ 男女、年齢階級別テレワークをした人口（2021年）－平日、有業者 

 
 

表３－３ 年齢階級、テレワークの実施の有無別生活時間（2021年）－平日、有業者 

 

 

人口
（千人）

人口
（千人）

テレワーク
実施割合
（％）

総数 52867 3542 6.7
　15～24歳 3570 109 3.1
　25～34歳 8587 847 9.9
　35～44歳 10969 965 8.8
　45～54歳 13533 837 6.2
　55～64歳 9467 564 6.0
　65歳以上 6742 219 3.2
総数 30405 2294 7.5
　15～24歳 1819 72 4.0
　25～34歳 4942 519 10.5
　35～44歳 6275 613 9.8
　45～54歳 7604 497 6.5
　55～64歳 5620 429 7.6
　65歳以上 4145 164 4.0
総数 22462 1248 5.6
　15～24歳 1750 37 2.1
　25～34歳 3645 328 9.0
　35～44歳 4694 352 7.5
　45～54歳 5929 341 5.8
　55～64歳 3847 135 3.5
　65歳以上 2597 55 2.1

うちテレワークをした人口

総
数

男

女

仕事のある日（出張・研修などを除く）

（時間.分）

テレワーク
（在宅勤務）

テレワーク
以外

テレワーク
（在宅勤務）

テレワーク
以外

テレワーク
（在宅勤務）

テレワーク
以外

テレワーク
（在宅勤務）

テレワーク
以外

睡眠 7.32 7.14 8.06 7.25 7.18 7.17 7.16 6.59
身の回りの用事 1.09 1.19 0.56 1.13 1.07 1.18 1.17 1.20
食事 1.35 1.26 1.30 1.15 1.29 1.18 1.40 1.24
通勤・通学 0.04 1.07 0.03 1.15 0.05 1.08 0.05 1.08
仕事 8.37 8.24 8.59 9.06 8.50 8.50 8.42 8.43
学業 0.02 0.05 0.02 0.02 0.00 0.03 0.03 0.02
家事 0.51 0.52 0.36 0.27 0.56 0.57 1.08 1.06
介護・看護 0.02 0.01 0.01 0.00 0.02 0.01 0.03 0.01
育児 0.17 0.07 0.13 0.15 0.41 0.18 0.09 0.04
買い物 0.09 0.10 0.10 0.06 0.07 0.08 0.08 0.11
移動

１）
0.10 0.09 0.05 0.08 0.11 0.09 0.09 0.09

テレビ
２）

0.58 1.06 0.22 0.28 0.37 0.39 1.10 1.03
休養・くつろぎ 1.30 1.22 1.30 1.31 1.31 1.21 1.24 1.21
学習・自己啓発

３）
0.10 0.04 0.15 0.04 0.10 0.03 0.06 0.03

趣味・娯楽 0.35 0.19 1.00 0.32 0.35 0.18 0.23 0.13
スポーツ 0.09 0.04 0.06 0.03 0.08 0.03 0.09 0.04
ボランティア

４）
0.00 0.01 - 0.00 0.01 0.01 0.00 0.00

交際・付き合い 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.01 0.03
受診・療養 0.02 0.02 0.01 0.01 0.04 0.01 0.01 0.01
その他 0.05 0.05 0.02 0.05 0.06 0.04 0.05 0.05
１）移動（通勤・通学を除く） ３）学習・自己啓発・訓練(学業以外)
２）テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 ４）ボランティア活動・社会参加活動

うち25～34歳 うち35～44歳 うち45～54歳
総数



 

11 

 (3) 日常生活に支障がある人はない人に比べ仕事時間は 49分短い 

 

有業者について日常生活への支障の程度１）別に生活時間をみると、日常生活に支障がある

（６か月以上継続）人は、ない人に比べ１次活動及び３次活動では長くなっており、２次活

動は短くなっている。２次活動のうち仕事時間は、日常生活に支障はない（６か月未満継続

を含む）人は５時間 44 分、日常生活に支障がある（６か月以上継続）人は４時間 55 分とな

っており、日常生活に支障がある人の方が 49分短くなっている。（表３－４） 

 

表３－４ 日常生活への支障の程度別生活時間（2021年）－週全体、有業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１）国際比較可能性の向上等を目的として欧州統計局の設問を参考に令和３年に新設した調査項目。調査では日

常生活への支障の有無及び支障がある場合にその支障が６か月以上継続しているかどうかを把握している。

欧州統計局では支障が過去６か月以上継続している場合を「支障あり」と定義しており、本調査でも同様に

支障がありかつ６か月以上継続している場合を「支障あり」として集計、公表している。 

（時間.分）
日常生活に
支障はない

（６か月未満
継続を含む）

日常生活に
支障がある

（６か月以上
継続）

支障の有無
差

１次活動 10.33 10.43 0.10
　睡眠 7.39 7.43 0.04
　身の回りの用事 1.22 1.26 0.04
　食事 1.33 1.34 0.01
２次活動 8.25 7.31 -0.54
　仕事等 6.37 5.37 -1.00
　　　通勤・通学 0.44 0.36 -0.08
　　　仕事 5.44 4.55 -0.49
　　　学業 0.09 0.06 -0.03
　家事関連 1.49 1.54 0.05
　　　家事 1.08 1.15 0.07
　　　介護・看護 0.02 0.03 0.01
　　　育児 0.16 0.11 -0.05
　　　買い物 0.23 0.25 0.02
３次活動 5.02 5.46 0.44
　移動（通勤・通学を除く） 0.22 0.23 0.01
　テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 1.27 1.50 0.23
　休養・くつろぎ 1.49 1.58 0.09
　学習・自己啓発・訓練(学業以外) 0.07 0.09 0.02
　趣味・娯楽 0.41 0.44 0.03
　スポーツ 0.08 0.06 -0.02
　ボランティア活動・社会参加活動 0.02 0.02 0.00
　交際・付き合い 0.10 0.08 -0.02
　受診・療養 0.04 0.11 0.07
　その他 0.12 0.14 0.02
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４ 一緒にいた人 

 

(1) 一人でいた時間は５年前に比べ全ての年齢階級で増加。家族、学校・職場の人と

一緒にいた時間はおおむねどの年齢階級でも減少 

 

睡眠を除く生活時間を年齢階級、一緒にいた人１）別にみると、一人でいた時間は 70～74

歳が６時間 51 分と最も長く、次いで 65～69 歳が６時間 49 分などとなっている。2016 年と

比べると、全ての年齢階級で増加しており、特に 25～29歳では増加幅が最も大きく、１時間

21分の増加となっている。 

家族２）と一緒にいた時間について、2016年と比べると、10～14歳を除く全ての年齢階級で

減少しており、特に 25歳～39歳及び 55歳以上の各年齢階級で減少幅が大きくなっている。 

学校・職場の人と一緒にいた時間について、2016 年と比べると、10～14 歳から 55～59 歳

までの全ての年齢階級で減少しており、特に 20～24歳で減少幅が最も大きく１時間９分の減

少となっている。（表４－１、図４－１） 

 

表４－１ 年齢階級、一緒にいた人別睡眠を除く生活時間 

（2016年、2021年）－週全体 

 

 

 

 

 

 

 
１）「一人で」いた場合を除き複数回答あり。 

２）世帯外の家族を含む。 

（時間.分）

2016年 2021年 増減 2016年 2021年 増減 2016年 2021年 増減

総数 5.06 5.55 0.49 5.32 5.06 -0.26 3.41 3.08 -0.33
　10～14歳 1.31 1.58 0.27 5.54 5.57 0.03 6.39 5.49 -0.50
　15～19歳 3.53 4.49 0.56 4.07 4.05 -0.02 6.36 5.36 -1.00
　20～24歳 5.05 6.14 1.09 3.08 2.51 -0.17 5.34 4.25 -1.09
　25～29歳 4.40 6.01 1.21 4.06 3.29 -0.37 5.25 4.26 -0.59
　30～34歳 4.06 5.13 1.07 5.40 5.09 -0.31 4.51 4.10 -0.41
　35～39歳 4.02 5.03 1.01 6.04 5.32 -0.32 4.47 4.02 -0.45
　40～44歳 4.38 5.25 0.47 5.43 5.25 -0.18 4.47 4.05 -0.42
　45～49歳 5.07 5.48 0.41 5.18 5.05 -0.13 4.47 4.00 -0.47
　50～54歳 5.28 6.11 0.43 4.56 4.39 -0.17 4.44 4.01 -0.43
　55～59歳 5.34 6.36 1.02 5.19 4.38 -0.41 4.06 3.42 -0.24
　60～64歳 5.58 6.44 0.46 5.52 5.18 -0.34 2.37 2.45 0.08
　65～69歳 6.16 6.49 0.33 6.23 5.57 -0.26 1.22 1.30 0.08
　70～74歳 6.12 6.51 0.39 6.43 6.08 -0.35 0.37 0.46 0.09
　75歳以上 6.16 6.37 0.21 6.21 5.45 -0.36 0.12 0.10 -0.02

一人で 家族 学校・職場の人
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図４－１ 年齢階級、一緒にいた人別睡眠を除く生活時間（2016年、2021年） 

－週全体 
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５ スマートフォン・パソコンなどの使用状況 

 

(1) スマートフォン・パソコンなどの使用時間が長い人は通勤・通学の時間が長く、

睡眠時間などが短い傾向 

 

１日のスマートフォン・パソコンなどの使用時間の長さの違いによる生活時間の配分につ

いてみると、男女共に、スマートフォン・パソコンなどの使用時間が長いほど、通勤・通学

時間が長く、睡眠、家事関連、テレビ・ラジオ・新聞・雑誌の時間が短い傾向となっている。

（図５－１） 

 

図５－１ 男女、スマートフォン・パソコンなどの使用時間、主な行動の種類別 

生活時間（2021年）－週全体１） 

       通勤・通学               睡眠 

 

 

家事関連           テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 
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６ 地域別にみた生活時間 

 

(1) 通勤・通学時間は関東地方で長い 

 

平日に通勤・通学を行った人について、通勤・通学時間（行動者平均時間）を都道府県別

にみると、神奈川県が１時間 40 分と最も長く、次いで千葉県及び東京都などとなっており、

関東地方で長くなっている。一方、山形県及び宮崎県が 56分と最も短く、次いで愛媛県、鳥

取県などとなっている。（表６－１、図６－１） 

 

表６－１ 都道府県別通勤・通学の行動者平均時間（2021年）－平日 

 

 

図６－１ 都道府県別通勤・通学の行動者平均時間（2021年）－平日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順
位

都道府県
通勤・
通学時間
（時間.分）

全国 1.19
1 神奈川県 1.40
2 千葉県 1.35
2 東京都 1.35
4 埼玉県 1.34
5 奈良県 1.28
6 大阪府 1.27
7 兵庫県 1.24
8 京都府 1.21
9 茨城県 1.18
9 愛知県 1.18
41 秋田県 1.00
41 新潟県 1.00
41 石川県 1.00
44 鳥取県 0.59
45 愛媛県 0.57
46 山形県 0.56
46 宮崎県 0.56

（時間.分） 
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(2) テレビ・ラジオ・新聞・雑誌の時間は北海道で最も長い 

 

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌の時間を都道府県別にみると、北海道が２時間 35分と最も長

く、次いで愛媛県、青森県などとなっている。一方、東京都が１時間 46分と最も短く、次い

で滋賀県、長野県などとなっている。（表６－２） 

 

表６－２ 都道府県別テレビ・ラジオ・新聞・雑誌の時間（2021年）－週全体 

 

 

 

順
位

都道府県
テレビ・ラジオ・

新聞・雑誌時間

（時間.分）

全国 2.08
1 北海道 2.35
2 愛媛県 2.32
3 青森県 2.29
4 山口県 2.28
5 鳥取県 2.26
6 秋田県 2.24
6 香川県 2.24
8 福島県 2.21
8 富山県 2.21
8 静岡県 2.21
43 宮城県 2.01
43 山梨県 2.01
45 長野県 1.58
46 滋賀県 1.50
47 東京都 1.46
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Ⅱ １年間の主な生活行動 
 

 

 １年間の主な生活行動（「学習・自己啓発・訓練」、「ボランティア活動」、「ス

ポーツ」、「趣味・娯楽」、「旅行・行楽」）は、2020年 10 月 20日から 2021 年 10

月 19日までの過去１年間の自由時間において該当する活動を行った状況につい

て集計したもの。 
 

 ○行動者数：過去１年間に該当する種類の活動を行った人（10歳以上）の数 

 ○行動者率：10歳以上人口に占める行動者数の割合（％） 
 

（※）１年間の主な生活行動の調査時期は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う２回の「新型コロナ

ウイルス感染症緊急事態宣言」を含んだ期間となっており、感染症の影響による三密回避の日常化や

数度の行動制限により、前回調査となる５年前の 2016年に比べ、自由時間における生活行動の状況に

ついて様々な変化を伴った結果となっていることがうかがえる。 

 

１ 学習・自己啓発・訓練…………………………………………………………………18 

(1) 「学習・自己啓発・訓練」の行動者率は 39.6％で、５年前より 2.7ポイント 

上昇 

(2) 男性は「パソコンなどの情報処理」の行動者率が最も高く、女性は「家政・ 

家事」の行動者率が最も高い 

 (3) 「英語」などの目的は「自分の教養を高めるため」が最も高い 

２ ボランティア活動………………………………………………………………………21 

(1) 「ボランティア活動」の行動者率は 17.8％で、５年前より 8.2ポイントの低下 

(2) 「災害に関係した活動」の行動者率は熊本県、佐賀県及び長野県で高くなって 

いる 

３ スポーツ…………………………………………………………………………………24 

(1) 「スポーツ」の行動者率は 66.5％で、５年前より 2.3ポイント低下 

 (2) 行動者率は「ウォーキング・軽い体操」が最も高い 

 (3) 「ウォーキング・軽い体操」及び「サイクリング」は行動者率が５年前より 

上昇した一方、「ボウリング」及び「水泳」を始めとしたほとんどのスポーツ 

で低下 

４ 趣味・娯楽………………………………………………………………………………27 

(1) 「趣味・娯楽」の行動者率は 86.3％で、５年前より 0.7ポイント低下 

(2) 行動者率は「ＣＤ・スマートフォンなどによる音楽鑑賞」が最も高い 

(3) 「スマートフォン・家庭用ゲーム機などによるゲーム」、「ＣＤ・スマートフォン

などによる音楽鑑賞」などは行動者率が５年前より上昇した一方、「カラオケ」及

び「遊園地、動植物園、水族館などの見物」の行動者率は大幅な低下 

５ 旅行・行楽………………………………………………………………………………30 

(1) 「旅行・行楽」の行動者率は 49.5％で、５年前から 24.0ポイントの大幅な低下    
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１ 学習・自己啓発・訓練 

 

(1) 「学習・自己啓発・訓練」の行動者率は 39.6％で、５年前より 2.7ポイント上昇 

 

「学習・自己啓発・訓練」１）について、過去１年間（2020年 10月 20日～2021 年 10 月 19

日。以下同じ。）に何らかの種類の活動を行った人（10 歳以上）の数（以下「行動者数」と

いう。）は 4455万６千人で、10歳以上人口に占める割合（以下「行動者率」という。）は 39.6％

となっている。男女別にみると、男性が 2180万１千人、女性が 2275万５千人となっており、

行動者率は男性が 39.8％、女性が 39.5％で、男性が女性より 0.3 ポイント高くなっている。

（表１－１） 

2016年と比べると、行動者率は 2.7ポイント上昇している。これを男女別にみると、男性

が 3.3 ポイント、女性が 2.1 ポイントそれぞれ上昇している。年齢階級別にみると、70～74

歳を除く全ての年齢階級で上昇しており、30～34歳では 7.1ポイント、35～39歳では 6.6ポ

イントそれぞれ上昇しており、特に 30 歳代で上昇幅が大きくなっている。（表１－１、表１

－２、図１－１） 

 

表１－１ 「学習・自己啓発・訓練」の男女別行動者数及び行動者率 

（2016年、2021年） 

 

 

図１－１ 「学習・自己啓発・訓練」の年齢階級別行動者率（2016年、2021年） 

 
１）「学習・自己啓発・訓練」は、社会人の職場研修や、児童・生徒・学生が学業（授業、予習、復習）として行

うものは除き、クラブ活動や部活動は含む。 

2016年 2021年 増減 2016年 2021年 増減
総数 41832 44556 2724 36.9 39.6 2.7
男 20127 21801 1674 36.5 39.8 3.3
女 21704 22755 1051 37.4 39.5 2.1
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表１－２ 「学習・自己啓発・訓練」の年齢階級別行動者率（2016年、2021年） 

 

 

次に、65 歳以上の人について、男女別に過去 20 年間の行動者率の推移をみると、女性は

2016 年から 2021 年にかけてはおおむね横ばいとなったものの男女とも増加傾向となってい

る。（図１－２） 

 

図１－２ 「学習・自己啓発・訓練」の男女別行動者率の推移 

（2001年～2021年）－65歳以上 

  

 

(2) 男性は「パソコンなどの情報処理」の行動者率が最も高く、女性は「家政・家事」

の行動者率が最も高い 

 

「学習・自己啓発・訓練」の種類別に男女別の行動者率をみると、男性は「パソコンなど

2016年
（％）

2021年
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増減
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10～14歳 49.7 55.6 5.9
15～19歳 49.0 52.9 3.9
20～24歳 52.8 56.5 3.7
25～29歳 46.0 49.6 3.6
30～34歳 40.2 47.3 7.1
35～39歳 38.8 45.4 6.6
40～44歳 35.1 39.9 4.8
45～49歳 34.5 38.1 3.6
50～54歳 37.2 38.8 1.6
55～59歳 37.1 39.0 1.9
60～64歳 35.1 36.7 1.6
65～69歳 33.6 35.3 1.7
70～74歳 32.0 31.6 -0.4
75歳以上 22.2 23.3 1.1
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の情報処理」が 20.1％と最も高く、次いで「英語」が 13.5％、「人文・社会・自然科学」が

11.9％、「商業実務・ビジネス関係」が 11.5％などとなっている。女性は「家政・家事」が

17.7％と最も高く、次いで「パソコンなどの情報処理」が 13.0％、「芸術・文化」が 12.5％、

「英語」が 12.2％などとなっている。（図１－３） 

 

図１－３ 「学習・自己啓発・訓練」の種類、男女別行動者率（2021年） 

 

 

(3) 「英語」などの目的は「自分の教養を高めるため」が最も高い 

「学習・自己啓発・訓練」の種類別に目的別の行動者率をみると、「英語」、「芸術・文化」、

「人文・社会・自然科学」などは「自分の教養を高めるため」が最も高くなっている。一方、

「パソコンなどの情報処理」、「商業実務・ビジネス関係」などは「現在の仕事に役立てるた

め」が最も高くなっている。（図１－４） 

 

図１－４ 「学習・自己啓発・訓練」の種類、目的１）別行動者率（2021年） 
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２ ボランティア活動 

 

(1) 「ボランティア活動」の行動者率は 17.8％で、５年前より 8.2ポイントの低下 

 

「ボランティア活動」の行動者数は 2005 万６千人で、行動者率は 17.8％となっている。

男女別にみると、男性が 995万８千人、女性が 1009万８千人となっており、行動者率は男性

が 18.2％、女性が 17.5％で、男性が女性より 0.7ポイント高くなっている。 

行動者率は 2016年に比べ 8.2ポイント低下している。これを男女別にみると、男性が 6.8

ポイントの低下、女性が 9.4ポイントの低下となっている。（表２－１） 

 また過去 20 年間の推移をみると、男女とも 2006 年に減少した後は横ばいとなっていると

ともに、女性の方が男性より高い行動者率で推移していたが、2021年は男女とも減少し、女

性の減少幅の方が大きかったため、男性の行動者率の方が女性より高くなっている。（図２－

１） 

 

表２－１ 「ボランティア活動」の男女別行動者数及び行動者率（2016年、2021年） 

 

 

図２－１ 「ボランティア活動」の男女別行動者率の推移（2001年～2021年） 

  
 

 

 

 

2016年 2021年 増減 2016年 2021年 増減
総数 29438 20056 -9382 26.0 17.8 -8.2
男 13815 9958 -3857 25.0 18.2 -6.8
女 15623 10098 -5525 26.9 17.5 -9.4
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次に行動者率を年齢階級別にみると、65～69 歳が 23.4％と最も高く、25～29 歳が 10.1％

と最も低くなっている。2016 年と比べると、全ての年齢階級で低下しており、特に 10～14

歳で 14.4％の大幅な低下となっている。（表２－２、図２－２） 

 

表２－２ 「ボランティア活動」の年齢階級別行動者率（2016年、2021年） 

 

 

図２－２ 「ボランティア活動」の年齢階級別行動者率（2016年、2021年） 

 
 

(2) 「災害に関係した活動」の行動者率は熊本県、佐賀県及び長野県で高くなってい

る 

 

 「災害に関係した活動」の行動者率の推移をみると、東日本大震災の発生した 2011 年は

3.8％と高い水準となっていたが、2021 年は 0.8％と熊本地震の発生した 2016 年と比べ低下

している。（図２－３） 
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図２－３ 「災害に関係した活動」の行動者率の推移（2001年～2021年） 

 

 

 また、都道府県別にみると、熊本県が 2.5％と最も高く、次いで佐賀県が 1.8％、長野県が

1.4％などとなっている。（図２－４） 

 

図２－４ 「災害に関係した活動」の都道府県別行動者率（2021年） 
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３ スポーツ 

 

(1) 「スポーツ」の行動者率は 66.5％で、５年前より 2.3ポイント低下 

 

「スポーツ」１）の行動者数は 7478 万５千人で、行動者率は 66.5％となっている。男女別

にみると、男性が 3830万８千人、女性が 3647万７千人となっており、行動者率は男性が 69.9％、

女性が 63.3％で、男性が女性より 6.6ポイント高くなっている。 

行動者率は 2016年に比べ 2.3ポイント低下している。これを男女別にみると、男性が 3.6

ポイント、女性が 1.1ポイントそれぞれ低下している。（表３－１） 

行動者率を年齢階級別にみると、10～14歳が 86.3％と最も高く、年齢が高くなるにつれて

おおむね低くなっている。（表３－２、図３－１） 

 

表３－１ 「スポーツ」の男女別行動者数及び行動者率（2016年、2021年） 

 

 

表３－２ 「スポーツ」の年齢階級別行動者率（2016年、2021年） 

 

 

 

 

 
１）「スポーツ」には、職業スポーツ選手が仕事として行うものや、児童・生徒・学生が体育の授業で行うものは除き、クラブ活

動や部活動は含む。 

2016年 2021年 増減 2016年 2021年 増減
総数 77977 74785 -3192 68.8 66.5 -2.3
男 40576 38308 -2268 73.5 69.9 -3.6
女 37401 36477 -924 64.4 63.3 -1.1

行動者数（千人） 行動者率（％、ポイント）

2016年
（％）

2021年
（％）

増減
（ポイント）

10～14歳 90.2 86.3 -3.9
15～19歳 80.0 76.8 -3.2
20～24歳 74.9 71.5 -3.4
25～29歳 73.6 69.5 -4.1
30～34歳 70.5 67.2 -3.3
35～39歳 71.5 67.2 -4.3
40～44歳 70.8 70.5 -0.3
45～49歳 68.8 66.2 -2.6
50～54歳 68.4 65.4 -3.0
55～59歳 66.7 64.4 -2.3
60～64歳 67.4 64.0 -3.4
65～69歳 70.2 67.0 -3.2
70～74歳 68.2 66.1 -2.1
75歳以上 49.6 53.7 4.1
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図３－１ 「スポーツ」の年齢階級別行動者率（2016年、2021年） 

 

 

(2) 行動者率は「ウォーキング・軽い体操」が最も高い 

 

「スポーツ」の種類、男女別に行動者率をみると、男女共に「ウォーキング・軽い体操」

が最も高く、次いで「器具を使ったトレーニング」、「ジョギング・マラソン」などとなって

いる。多くのスポーツで男性が女性を上回っているが、「ウォーキング・軽い体操」、「バドミ

ントン」、「ヨガ」などについては、女性の行動者率が男性の行動者率よりも高くなっている。

（図３－２） 

 

図３－２ 「スポーツ」の種類、男女別行動者率（2021年）１） 

 

１）男女総数の行動者率が 3.5％以上の種類を表章 
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(3) 「ウォーキング・軽い体操」及び「サイクリング」は行動者率が５年前より上昇

した一方、「ボウリング」及び「水泳」を始めとしたほとんどのスポーツで低下 

 

「スポーツ」の種類別行動者率を 2016 年と比べると、「ウォーキング・軽い体操」は 3.0

ポイントの上昇、「サイクリング」は 0.3 ポイントの上昇となっている一方、「ボウリング」

は 7.6ポイントの低下、「水泳」は 5.3ポイントの低下となるなどほとんどのスポーツが低下

となっている。（図３－３、表３－３） 

 

図３－３ 「スポーツ」の種類別行動者率（2016年、2021年）１）２） 

 

 

表３－３ 「スポーツ」の種類別行動者率（2016年、2021年）１）２） 

 
 

１）「ヨガ」は 2021年に固定項目に追加 
２）「スポーツ」の種類は男女総数の行動者率が 3.5％以上の種類を表章 
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器具を使ったトレーニング 14.7 12.9 -1.8
ジョギング・マラソン 12.1 11.1 -1.0
サイクリング 7.9 8.2 0.3
つり 8.7 7.8 -0.9
登山・ハイキング 10.0 7.7 -2.3
ゴルフ 7.9 6.9 -1.0
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４ 趣味・娯楽 

 

(1) 「趣味・娯楽」の行動者率は 86.3％で、５年前より 0.7ポイント低下 

 

「趣味・娯楽」の行動者数は 9703 万１千人で、行動者率は 86.3％となっている。男女別

にみると、男性が 4757万人、女性が 4946万２千人となっており、行動者率は男性が 86.8％、

女性が 85.8％で、男性が女性より 1.0ポイント高くなっている。 

行動者率は 2016年に比べ 0.7ポイント低下している。これを男女別にみると、男性が 0.4

ポイント低下、女性が 1.0ポイント低下している。（表４－１） 

行動者率を年齢階級別にみると、10～14歳が 95.5％と最も高く、年齢が高くなるにつれて

おおむね低くなっている。（表４－２、図４－１） 

 

表４－１ 「趣味・娯楽」の男女別行動者数及び行動者率（2016年、2021年） 

 

 

表４－２ 「趣味・娯楽」の年齢階級別行動者率（2016年、2021年） 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 2021年 増減 2016年 2021年 増減
総数 98559 97031 -1528 87.0 86.3 -0.7
男 48126 47570 -556 87.2 86.8 -0.4
女 50433 49462 -971 86.8 85.8 -1.0

行動者数（千人） 行動者率（％、ポイント）

2016年
（％）

2021年
（％）

増減
（ポイント）

10～14歳 95.5 95.5 0.0
15～19歳 94.1 94.4 0.3
20～24歳 94.3 95.2 0.9
25～29歳 93.7 92.0 -1.7
30～34歳 92.4 93.1 0.7
35～39歳 91.9 93.0 1.1
40～44歳 91.3 91.7 0.4
45～49歳 90.3 90.2 -0.1
50～54歳 89.6 89.7 0.1
55～59歳 87.6 88.2 0.6
60～64歳 86.4 85.7 -0.7
65～69歳 84.8 83.0 -1.8
70～74歳 81.7 78.9 -2.8
75歳以上 67.5 67.2 -0.3
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図４－１ 「趣味・娯楽」の年齢階級別行動者率（2016年、2021年） 

 
 

(2) 行動者率は「ＣＤ・スマートフォンなどによる音楽鑑賞」が最も高い 

 

「趣味・娯楽」の種類、男女別に行動者率をみると、男女共に「ＣＤ・スマートフォンな

どによる音楽鑑賞」が最も高く、男性が 53.3％、女性が 53.7％、次いで「映画館以外での映

画鑑賞」が男性 53.0％、女性が 52.4％などとなっている。（図４－２） 

 

図４－２ 「趣味・娯楽」の種類、男女別行動者率（2021年）１） 
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(3) 「スマートフォン・家庭用ゲーム機などによるゲーム」、「ＣＤ・スマートフォン

などによる音楽鑑賞」などは行動者率が５年前より上昇した一方、「カラオケ」及

び「遊園地、動植物園、水族館などの見物」の行動者率は大幅な低下 

 

「趣味・娯楽」の種類別行動者率を 2016 年と比べると、「スマートフォン・家庭用ゲーム

機などによるゲーム」は 7.1 ポイントの上昇、「ＣＤ・スマートフォンなどによる音楽鑑賞」

は 4.5ポイントの上昇となっている一方、「カラオケ」は 17.2ポイント、「遊園地、動植物園、

水族館などの見物」は 14.8 ポイントとそれぞれ大幅な低下となっている。（図４－３、表４

－３） 

図４－３ 「趣味・娯楽」の種類別行動者率（2016年、2021年）１）２） 

 

表４－３ 「趣味・娯楽」の種類別行動者率（2016年、2021年）１）２） 

 
１）「趣味としての読書（マンガを除く）」は、2016年は「趣味としての読書」としてマンガを含めて把握しており、マンガを

除いている 2021年は定義の変更があるため比較には注意を要する。また、「マンガを読む」を 2021年に固定項目に追加し

ている。 

２）「趣味・娯楽」の種類は男女総数の行動者率が５％以上の種類を表章 
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音
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裁

(％)

2021年

2016年

2016年
（％）

2021年
（％）

増減
（ポイント）

ＣＤ・スマートフォンなどによる音楽鑑賞 49.0 53.5 4.5
映画館以外での映画鑑賞（テレビ・DVD・パソコンなど） 52.1 52.7 0.6
スマートフォン・家庭用ゲーム機などによるゲーム 35.8 42.9 7.1
マンガを読む ... 36.8 ...
趣味としての読書（マンガを除く） 38.7 31.6 -7.1
映画館での映画鑑賞 39.6 29.8 -9.8
園芸・庭いじり・ガーデニング 25.7 26.0 0.3
写真の撮影・プリント 24.9 21.9 -3.0
趣味としての料理・菓子作り 17.8 19.0 1.2
遊園地、動植物園、水族館などの見物 33.8 19.0 -14.8
スポーツ観覧・観戦(テレビ・スマートフォン・パソコンなどは除く) 21.5 14.5 -7.0
カラオケ 30.7 13.5 -17.2
美術鑑賞(テレビ・スマートフォン・パソコンなどは除く) 19.4 11.4 -8.0
日曜大工 10.9 11.0 0.1
楽器の演奏 10.9 10.2 -0.7
編み物・手芸 10.6 8.8 -1.8
演芸・演劇・舞踊鑑賞(テレビ・スマートフォン・パソコンなどは除く) 14.5 6.7 -7.8
パチンコ 8.5 6.3 -2.2
キャンプ 6.4 6.0 -0.4
コンサートなどによるポピュラー音楽・歌謡曲鑑賞 13.7 5.9 -7.8
和裁・洋裁 6.4 5.5 -0.9
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５ 旅行・行楽 

 

(1) 「旅行・行楽」の行動者率は 49.5％で、５年前から 24.0ポイントの大幅な低下 

 

「旅行・行楽」の行動者数は 5568 万２千人で、行動者率は 49.5％となっている。男女別

にみると、男性が 2681万４千人、女性が 2886万８千人となっており、行動者率は男性が 48.9％、

女性が 50.1％で、女性が男性より 1.2ポイント高くなっている。 

行動者率は 2016 年に比べ 24.0 ポイントの大幅な低下となっている。これを男女別にみる

と、男性は 22.2ポイント、女性は 25.7ポイントといずれも大幅な低下となっている。（表５

－１） 

過去 20 年間の行動者率の推移をみると、2001 年から 2011 年までは低下傾向にあったが、

2011年から 2016年は横ばいに推移した後、2016年から 2021年にかけて大きく低下している。

男女別にみると、男性よりも女性が高い水準で推移している。（図５－１） 

 

表５－１ 「旅行・行楽」の男女別行動者数及び行動者率（2016年、2021年） 

 

 

図５－１ 「旅行・行楽」の男女別行動者率の推移（2001年～2021年）１） 

 
 

 
１）2001～2011年は「旅行・行楽」に「業務出張・研修・その他」を含めて調査しており、比較には注意を要す

る。 

2016年 2021年 増減 2016年 2021年 増減
総数 83292 55682 -27610 73.5 49.5 -24.0
男 39264 26814 -12450 71.1 48.9 -22.2
女 44027 28868 -15159 75.8 50.1 -25.7

行動者数（千人） 行動者率（％、ポイント）
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次に、「旅行・行楽」の種類別に行動者率を 2016年と比べると、国内（観光旅行）が 23.9

ポイントの低下、行楽（日帰り）が 18.8ポイントの低下となっているなど全ての種類で低下

している。（図５－２） 

 

図５－２ 「旅行・行楽」の種類別行動者率（2016年、2021年） 
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付１ 令和３年社会生活基本調査の概要 

 

１ 調査の目的 

社会生活基本調査は、１日の生活時間の配分及び１年間の自由時間における主な生活行

動（「学習・自己啓発・訓練」、「ボランティア活動」、「スポーツ」、「趣味・娯楽」及び「旅

行・行楽」）について調査し、国民の社会生活の実態を明らかにするための基礎資料を得る

ことを目的とするものである。 

この調査は、昭和 51 年の第１回調査以来５年ごとに実施しており、今回の調査は 10 回

目に当たる。 

なお、平成 13年調査からは、生活時間についての詳細な結果を得るために、「調査票Ａ」

及び「調査票Ｂ」の２種類の調査票を用いて調査している。 

 

２ 調査の法的根拠 

  社会生活基本調査は、統計法（平成 19 年法律第 53 号）に基づく基幹統計「社会生活基

本統計」を作成するための統計調査（基幹統計調査）として、「社会生活基本調査規則」（昭

和 56年総理府令第 38号）に基づいて実施した。 

 

３ 調査の範囲 

 (1) 調査の地域 

平成 27年国勢調査の調査区のうち、総務大臣の指定する 7,576調査区において調査を

行った。このうち、「調査票Ａ」を用いた調査区は 7,152 調査区、「調査票Ｂ」を用いた

調査区は 424調査区である。 

(2) 調査の対象 

指定調査区の中から選定した約９万１千世帯に居住する、10 歳以上の世帯員約 19 万

人を対象とした。このうち、今回の公表に係る集計対象は、「調査票Ａ」について回答

した約 18万人である。 

ただし、次の者は調査の対象から除いた。 

ア 外国の外交団、領事団（随員やその家族を含む。） 

イ 外国軍隊の軍人、軍属とその家族 

ウ 自衛隊の営舎内又は艦船内の居住者 

エ 矯正施設（刑務所、少年刑務所、拘置所、少年院、少年鑑別所及び婦人補導院）

の被収容者 

オ 社会福祉施設に入所している人 

カ 病院、療養所などに入院している人 

キ 水上に住居のある人 
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４ 調査の期日 

調査は、令和３年 10月 20日現在で行った。 

ただし、生活時間については、10 月 16 日から 10 月 24 日までの９日間のうち、調査区

ごとに指定した連続する２日間について調査した。 

 

５ 調査事項 

 以下の事項を調査した。 

ただし、調査票Ｂについては、(3)のオ～ケ並びに(4)のオ及びコの事項を除く。 

(1) 全ての世帯員に関する事項 

ア 世帯主との続柄 

イ 出生の年月又は年齢 

ウ 在学、卒業等教育又は保育の状況 

(2) 10歳未満の世帯員に関する事項 

育児支援の利用の状況 

(3) 10歳以上の世帯員に関する事項 

ア 氏名 

イ 男女の別 

ウ 配偶の関係 

エ ふだんの健康状態 

オ 学習・研究活動の状況 

カ ボランティア活動の状況 

キ スポーツ活動の状況 

ク 趣味・娯楽活動の状況 

ケ 旅行・行楽の状況 

コ 生活時間配分 

(4) 15歳以上の世帯員に関する事項 

ア 慢性的な病気及び長期的な健康問題の状態 

イ 日常生活への支障の程度 

ウ 介護の状況 

エ 就業状態 

オ 就業希望の状況 

カ 従業上の地位 

キ 勤務形態 

ク 年次有給休暇の取得日数 

ケ 仕事の種類 

コ 所属の企業全体の従業者数 

サ ふだんの１週間の就業時間 

シ 希望する１週間の就業時間 
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ス 仕事からの年間収入 

(5) 世帯に関する事項 

ア 世帯の種類 

イ 10歳以上の世帯員数 

ウ 10歳未満の世帯員数 

エ 世帯の年間収入 

オ 不在者の有無 

 

６ 集計の概要 

＜調査票Ａに係る集計＞ 

(1) 生活行動に関する結果 

① 全国結果 

ア 「学習・自己啓発・訓練」、「ボランティア活動」、「スポーツ」、「趣味・娯楽」及

び「旅行・行楽」の調査項目ごとに、個人属性及び世帯属性別の行動者数、行動者

率、平均行動日数（「旅行・行楽」を除く。）及び１日当たりの平均時間（「ボラン

ティア活動」のみ）を集計した。 

イ 基本的な個人属性について、それぞれの種目ごとに、行動の頻度、共にした人（一

部の種目のみ）等別の行動者数及び行動者率を集計した。 

② 地域別結果 

全国結果に準じた内容について、全国、全国人口集中地区・以外、都道府県、都道

府県人口集中地区・以外、14地域、11大都市圏・以外及び都市階級別に集計した。 

(2) 生活時間に関する結果 

① 全国結果 

  個人属性及び世帯属性別に、曜日、行動の種類別の総平均時間、行動者平均時間及

び行動者率を集計した。 

② 地域別結果 

  上記(1)の②に同じ 

(3) 時間帯に関する結果 

個人属性及び世帯属性別に、曜日、時間帯別の行動の種類別行動者率を集計した。主

要結果については、全国のほかに、全国人口集中地区・以外、都道府県、都道府県人口

集中地区・以外、11大都市圏・以外、３大都市圏・以外及び都市階級別に集計した。 

(4) 平均時刻に関する結果 

個人属性及び世帯属性、曜日別に起床、朝食開始、夕食開始、就寝、出勤、仕事か

らの帰宅の時刻別行動者数（構成比）、平均時刻及び行動者率を集計した。主要結果に

ついては、全国のほかに、都道府県及び３大都市圏・以外別に集計した。 

＜調査票Ｂに係る集計＞ 

(1) 生活時間に関する結果 

個人属性及び世帯属性別に、曜日、行動の種類（主行動、主行動・同時行動）別の総
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平均時間、行動者平均時間及び行動者率を集計する。なお、集計は全国のみとする。 

(2) 時間帯に関する結果 

個人属性別に、曜日、時間帯別の行動の種類（主行動、主行動・同時行動）別行動者

率を集計する。なお、集計は全国のみとする。 

 

また、調査票Ａ及び調査票Ｂに係る集計全てにおいて、表章する属性ごとの人口（分母と

なる推計数）及び標本数を集計する。 

 

７ 結果の公表 

＜調査票Ａに係る集計＞ 

 令和４年８月 31日公表 

＜調査票Ｂに係る集計＞ 

 令和４年 12月末日までに公表する。 

 

８ 報告書の刊行 

報告書は、次のとおり刊行する予定である。 

＜調査票Ａに係る集計＞ 

  第１巻 生活時間編 

   第２巻 生活行動編 

＜調査票Ｂに係る集計＞ 

   第３巻 詳細行動分類による生活時間編 
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付２ 用語と分類 

Ⅰ．生活時間関係 

１ 行動の種類 

１日の行動を 20 種類に分類し、時間帯（15 分単位）別の行動状況（同時に２種類以上

の行動をした場合は、主なもの一つ）を調査した。20種類の行動は大きく三つの活動にま

とめ、１次活動（睡眠、食事など生理的に必要な活動）、２次活動（仕事、家事など社会生

活を営む上で義務的な性格の強い活動）及び３次活動（１次活動、２次活動以外で各人が

自由に使える時間における活動）とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 一緒にいた人 

 １日の行動に関し、時間帯（15分単位）別に「一緒にいた人」の状態を次の４区分で調

査した。ここで「一緒にいた」とは普通に会話ができる程度の距離にいる場合をいう。た

だし、近くに知っている人が誰もいない場合や睡眠中は「一人で」としている。 

・一人で 

・家族 

睡眠 

身の回りの用事 

食事 

通勤・通学 

仕事 

学業 

家事 

介護・看護 

育児 

買い物 

移動（通勤・通学を除く） 

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 

休養・くつろぎ 

学習・自己啓発・訓練（学業以外) 

趣味・娯楽 

スポーツ 

ボランティア活動・社会参加活動 

交際・付き合い 

受診・療養 

その他 

 

１次活動 

２次活動 

３次活動 
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・学校・職場の人 

・その他の人 

 

３ 平均時間 

  行動の種類別平均時間は、一人１日当たりの平均行動時間数で、次の種類がある。 

・総 平 均……該当する種類の行動をしなかった人を含む全員についての平均 

・行動者平均……該当する種類の行動をした人のみについての平均 

・曜日別平均……調査の曜日ごとに平均値を算出したもの。平日平均（月曜日～金曜日

の平均値）、月曜日～日曜日平均がある。 

・週全体平均……次の式により曜日別結果を平均して算出した。 

                 （月曜日平均＋……＋日曜日平均） 

                                ７ 

ただし、ある曜日に当該属性を持つ客体が存在しない場合は以下のと

おり算出した。 

・週全体の総平均時間 

                 （５×平日平均＋土曜日平均＋日曜日平均） 

                                  ７ 

・週全体の行動者平均時間 

                  （月曜日平均＋……＋日曜日平均）＊ 

   月曜日～日曜日の当該行動者のいる曜日数 

＊：当該行動者のいる曜日のみ。 

 

４ 平均時刻 

連続する２日間の時間帯別の行動の状況から、主な行動の開始又は終了時刻を１日目の

午前０時からの経過時間数とし、次の式により平均時刻を算出した。なお、結果表章に用

いている曜日は１日目の曜日である。 

Σ（１日目午前０時からの経過時間数×行動者数） 

行動者数 

各行動の開始又は終了時刻は、次のとおりとした。 

・起床時刻………………12時前に始まり、60分を超えて続く最初の睡眠の終了時刻。な

お、睡眠と睡眠の間の睡眠以外の行動が 30分以内の場合は睡眠

が続いているとした。 

・朝食開始時刻…………４時以降、11時前に始まる最初の食事開始時刻 

・夕食開始時刻…………16時以降、24時（翌日０時）前に始まる最初の食事開始時刻 

・就寝時刻………………17時以降、36時（翌日 12時）前に始まり、60分を超えて続く

睡眠の開始時刻。該当の睡眠が２行動以上ある場合は、睡眠継

続時間が最長の睡眠（継続時間が同じ場合は、早く現れる方の

睡眠）の開始時刻とした。また、睡眠と睡眠の間の睡眠以外の
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行動が 30分以内の場合は、睡眠が続いているとした。 

  なお、平成 13年の特別集計においては、17時以降、28時（翌

日４時）前に始まる睡眠の開始時刻とし、該当の睡眠が２行動

以上の場合は睡眠継続時間の長短にかかわらず、後から現れる

睡眠の開始時刻とした。 

・出勤時刻………………０時 15 分以降、24 時（翌日０時）前に始まる最初の仕事の前

にある通勤・通学の開始時刻。最初の仕事の前に通勤・通学が

なく、他の仕事の前に通勤・通学がある場合は、最初の仕事を

前日からの仕事又は持ち帰り仕事とみなし、その次に現れる仕

事の前の通勤・通学の開始時刻とした。他の仕事の前にも通勤・

通学がない場合は最初の仕事の開始時刻とした。 

・仕事からの帰宅時刻…０時 15 分以降、24 時（翌日０時）前に始まる最後の仕事の後

にある通勤・通学の終了時刻。最後の仕事の後に通勤・通学が

なく、それ以前に現れる仕事の後に通勤・通学がある場合は、

最後の仕事を持ち帰り仕事とみなし、それ以前に現れる仕事の

後にも通勤・通学がない場合は最後の仕事の終了時刻とした。 

なお、最後の仕事の後に通勤・通学はないが、仕事の前に通

勤・通学があり、かつ、それ以前の仕事の後にも通勤・通学が

ある場合は、変則勤務又は複数の仕事に従事しているとみなし、

仕事からの帰宅時刻は「不詳」とした。 
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Ⅱ．生活行動関係 

１ 過去１年間に行った活動 

この調査では、自由時間における「学習・自己啓発・訓練」、「ボランティア活動」、「ス

ポーツ」、「趣味・娯楽」及び「旅行・行楽」について、過去１年間の活動状況をそれぞれ

の種類別に「行ったか否か」、また、行った場合には、１年間の活動の「頻度」や「目的」、

「方法」、「共にした人」などを調査した。 

(1) 学習・自己啓発・訓練 

個人の自由時間の中で行う学習、自己啓発や訓練をいう。社会人の職場研修や、児

童・生徒・学生が学業（授業、予習、復習）として行うものは除き、クラブ活動や部

活動は含む。「学習・自己啓発・訓練」については、その内容を次の９種類に分類し調

査した。 

・英語             

・英語以外の外国語       

・パソコンなどの情報処理    

・商業実務・ビジネス関係    

・介護関係 

・家政・家事（料理・裁縫・家庭経営など） 

・人文・社会・自然科学（歴史・経済・数学・生物など） 

・芸術・文化 

・その他 

(2) ボランティア活動 

報酬を目的としないで、自分の労力、技術、時間を提供して地域社会や個人・団体

の福祉増進のために行っている活動をいう。「ボランティア活動」については、対象や

目的を次の 11種類に分類し調査した。 

・健康や医療サービスに関係した活動(献血、入院患者の話し相手、安全な食品を広めることな

ど） 

・高齢者を対象とした活動（高齢者の日常生活の手助け、高齢者とのレクリエーションなど） 

・障害者を対象とした活動（手話、点訳、朗読、障害者の社会参加の協力など） 

・子供を対象とした活動（子供会の世話、子育て支援ボランティア、学校行事の手伝いなど） 

・スポーツ・文化・芸術・学術に関係した活動（スポーツを教えること、日本古来の文化を広

めること、美術館ガイド、講演会・シンポジウム等の開催など） 

・まちづくりのための活動（道路や公園等の清掃、花いっぱい運動、まちおこしなど） 

・安全な生活のための活動（防災活動、防犯活動、交通安全運動など） 

・自然や環境を守るための活動（野鳥の観察と保護、森林や緑を守る活動、リサイクル運動、ゴミ

を減らす活動など） 

・災害に関係した活動（災害を受けた人に食べものや着るものを送ること、炊き出しなど） 

・国際協力に関係した活動（海外支援協力、難民支援、日本にいる外国人への支援活動など） 
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・その他（人権を守るための活動、平和のための活動など） 

(3) スポーツ 

個人の自由時間の中で行う「スポーツ」をいう。なお、職業スポーツ選手が仕事と

して行うものや、児童・生徒・学生が体育の授業で行うものは除き、クラブ活動や部

活動は含む。「スポーツ」については、次の 23種類に分類し調査した。 

・野球（キャッチボールを含む）  

・ソフトボール              

・バレーボール                   

・バスケットボール                 

・サッカー（フットサルを含む）        

・卓球                      

・テニス                      

・バドミントン          

・ゴルフ（練習場を含む） 

・グラウンドゴルフ 

・柔道 

・剣道 

・ボウリング 

・つり  

・水泳 

・スキー･スノーボード 

・登山・ハイキング 

・サイクリング 

・ジョギング・マラソン 

・ウォーキング・軽い体操 

・ヨガ 

・器具を使ったトレーニング 

・その他のスポーツ 

(4) 趣味・娯楽  

仕事、学業、家事などのように義務的に行う活動ではなく、個人の自由時間の中で

行うものをいう。「趣味・娯楽」については、次の 35種類に分類し調査した。 

・スポーツ観覧・観戦（テレビ・スマートフォン・パソコンなどは除く）  

・美術鑑賞（テレビ・スマートフォン・パソコンなどは除く）   

・演芸・演劇・舞踊鑑賞（テレビ・スマートフォン・パソコンなどは除く）  

・映画館での映画鑑賞                   

・映画館以外での映画鑑賞（テレビ・ＤＶＤ・パソコンなど）   

・コンサートなどによるクラシック音楽鑑賞    

・コンサートなどによるポピュラー音楽・歌謡曲鑑賞   
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・ＣＤ・スマートフォンなどによる音楽鑑賞    

・楽器の演奏       

・邦楽（民謡、日本古来の音楽を含む）    

・コーラス・声楽       

・カラオケ       

・邦舞・おどり       

・洋舞・社交ダンス   

・書道 

・華道        

・茶道        

・和裁・洋裁                      

・編み物・手芸 

・趣味としての料理・菓子作り 

・園芸・庭いじり・ガーデニング 

・日曜大工 

・絵画・彫刻の制作 

・陶芸・工芸 

・写真の撮影・プリント 

・詩・和歌・俳句・小説などの創作 

・趣味としての読書（マンガを除く） 

・マンガを読む 

・囲碁 

・将棋 

・パチンコ 

・スマートフォン・家庭用ゲーム機などによるゲーム 

・遊園地、動植物園、水族館などの見物 

・キャンプ 

・その他の趣味・娯楽 

(5) 旅行・行楽 

旅行は、１泊２日以上にわたって行う全ての旅行をいい、日帰りの旅行を除く。行

楽は、日常生活圏を離れて宿泊を伴わず、半日以上かけて行う日帰りのものをいい、

夜行日帰りを含む。「旅行・行楽」については、国内・海外及び旅行目的を次の４種

類に分類し調査した。 

・行楽（半日以上の日帰りをいい、夜行日帰りも含む） 

・国内観光旅行（レクリエーション･スポーツなどのための旅行を含む） 

・国内帰省・訪問などの旅行 

・海外観光旅行（レクリエーション･スポーツなどのための旅行を含む） 
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２ 行動者数、行動者率、平均行動日数 

(1) 行動者数 

過去１年間に該当する種類の活動を行った人（10歳以上）の数。なお、数値は母集団

における行動者数の推定値である。 

(2) 行動者率 

10歳以上人口に占める行動者数の割合。次の式により算出した。 

行動者率＝行動者数÷各属性の 10歳以上人口×100（％） 

(3) 平均行動日数 

行動者について平均した過去 1年間の行動日数。各行動の「総数」及び「その他」を

除く種類ごとに、頻度別の行動者数に基づき、次の式により算出した（「旅行・行楽」は

除く。）。 

 

            Σ（頻度階級の中央値×頻度階級の行動者数） 

         Σ頻度階級の行動者数 

 

なお、各頻度階級の中央値は次の値とした。 

 

頻度階級 中央値 

年に １ ～  ４日       2.5日 

年に ５ ～  ９日       7.0日 

年に 10 ～  19日（月に１日）      14.5日 

年に 20 ～  39日（月に２～３日）      29.5日 

年に 40 ～  99日（週に１日）      69.5日 

年に100 ～ 199日（週に２～３日）     149.5日 

年に200日以上   （週に４日以上） 282.5日 

 

平均行動日数＝ 





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（内容に関する問合せ先） 

   
  〒１６２－８６６８ 東京都新宿区若松町１９番１号 
  ＴＥＬ ：０３－５２７３－１１６３（直通） 
  Ｅメール：L-shinsa3@soumu.go.jp 

ホームページ 
https://www.stat.go.jp/data/shakai/2021/index.html 

※この冊子は、上記の URLからダウンロードできます。 

      
 
「政府統計の総合窓口（e-Stat）」（https://www.e-stat.go.jp/）でも統計データ等の各種情報が御覧いただけます。 

本冊子に掲載されたデータを引用・転載する場合には、出典（例：総務省統計局「令和３年社会生活基本調査結果」）

の表記をお願いします。 

 

統計調査部 国勢統計課 労働力人口統計室 審査発表第三係 



資料３ 

市民大学応募状況 平成 23年度～令和３年度 

 

 

今までの市民大学の応募状況から、受けてみたい講座（需要の高かった講座）

はどのようなものかという傾向をつかむため、平成 23年度から令和３年度に実

施した講座の定員、応募者数、応募倍率を年度ごとの一覧にまとめました。 

応募倍率が 1 倍を超えている（＝定員超えの応募）講座は太字網掛け、倍率

0.5未満（＝定員の半分未満の応募）は欄の左側に◆を付けました。 

また、新規受講者の開拓には、この資料には記載のない（＝まだ実施したこと

がない）講座内容が有効ということも考えられます。 

会議の際には、委員の皆様に、ご自身が受けたいと考えるのはどのような講

座なのかという講座イメージを伺う予定です。 



平成２４年度　市民大学応募状況

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

1 読んで楽しむ源氏物語 120 182 1.52

2 東国武士団と内乱 80 158 1.98

3 大江戸ぶらり名所見物 120 216 1.80

4
再生可能エネルギーの可能性と
未来を考える

40 79 1.98

360 635

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

1 三浦半島の断層と谷戸の記憶 40 79 1.98

2 三浦半島の自然 40 72 1.80

3 明治時代の横須賀 120 136 1.13

4 三浦半島の城・館・要塞 80 104 1.30

5 読んで楽しむ源氏物語⑫ 120 151 1.26

6 『日本書紀』の古代史 120 150 1.25

7 『平家物語』を読む 120 163 1.36

8 宇治十帖鑑賞⑤ 80 78 0.98

9
考古学からみる古代ローマの世
界

80 75 0.94

10 大英帝国の盛衰と日本 120 136 1.13

11 鎌倉禅の源流 120 155 1.29

12 市民のための新聞活用講座 40 19 0.48 ◆

13
イタリア美術紀行（ルネサンスの
藝術家列伝⑤）

120 86 0.72

14 社寺「縁起」を読む（後編） 120 65 0.54

15 体の複雑さを理解しよう 80 89 1.11

16
知って安心！相続・介護・保険の
基本

80 56 0.70

17 終の「すみか」 80 53 0.66

18 数とは何か 40 59 1.48

19 私だけの香り作り 20 35 1.75

20 はじめての英会話 30 35 1.17

21 TOEIC450点目標クラス 30 21 0.70

1680 1817

※太字網掛けは応募が定員超え

　欄左側の◆は応募が定員の半分未満

さきがけ講座 応募状況

前期講座 応募状況



平成２４年度　市民大学応募状況

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

1 自然災害から命を守るために！ 60 50 0.83

2
横須賀の近世社寺建築、神奈川の
近代建築（モダニズム系）とその原
形

40 47 1.18

3 横須賀人物志 60 116 1.93

4 見えない宇宙を観る 120 104 0.87

5 日本近海の海底資源について 60 102 1.70

6 竜巻 80 36 0.45 ◆

7 西鶴の世界５　『世間胸算用』 80 63 0.79

8
映画から読む松本清張・Ⅲ（プラ
ス水上勉）

80 87 1.09

9 『史記』の世界 120 88 0.73

10
シャーロック・ホームズ魅力の世
界

80 87 1.09

11 哲学 30 20 0.67

12 国際関係論 120 112 0.93

13
弁護士が教える社会生活上のト
ラブル対処法

40 77 1.93

14 モーツァルトのイタリア旅行 80 47 0.59

15
幕末の神奈川の郷土史を日本
近代史として読む

80 142 1.78

16
江戸時代の女性の生き方を考え
る

40 99 2.48

17 大英帝国の盛衰と日本 40 33 0.83

18 仏像･仏画・名僧 120 162 1.35

19
情報通信技術　世界の潮流と利
用現場見学

40 43 1.08

20 ベートーヴェンと、日本の作曲家 120 87 0.73

21 西洋美術の見方 120 142 1.18

22 日本美術　陶磁の美 80 36 0.45 ◆

23 ハッピー子育て 40 28 0.70

24 英会話初級 30 30 1.00

25 TOEIC６００点目標クラス 30 31 1.03

1790 1869

後期講座 応募状況



平成２４年度　市民大学応募状況

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

夏期特別 横須賀のまちづくりについて 120 110 0.92

夏期特別 カラスと人間生活 120 116 0.97

夏期特別 手作りしましょう３ 40 67 1.68

夏期特別
創作講談『江戸の看護書「病家
須知」に学ぶ』

80 149 1.86

夏期特別
認知症に負けない脳をつくるに
は

150 409 2.73

冬期特別 横須賀美術館ナイトツアー 20 26 1.30

ジュニア 空の博士の科学教室 30 33 1.10

ジュニア 船の教室 30 20 0.67

590 930

定員
応募
者数

倍率

3830 4321 1.13

4420 5251 1.19

応募状況

講座名

さきがけ・前期・後期合計

さきがけ・前期・後期・特別合計

特別講座 応募状況



平成２５年度　市民大学応募状況

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

1 読んで楽しむ伊勢物語 120 133 1.11

2 「黒船」を見た人びと 120 138 1.15

3 敗者の日本史　後鳥羽院と武家 80 91 1.14

4
再生可能エネルギーの時代が
やってきた

80 60 0.75

5 津波のメカニズムと備え 40 31 0.78

440 453

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

1 三浦半島の自然 40 54 1.35

2 港町・浦賀の歴史 120 156 1.30

3 読んで楽しむ源氏物語⑬ 150 157 1.05

4 古事記　上巻を読む 120 182 1.52

5 『平家物語』を読む２ 150 163 1.09

6 宇治十帖鑑賞⑥ 80 79 0.99

7 『論語』に親しむ 30 45 1.50

8 古代都市ローマの碑文散策 80 71 0.89

9 新島八重とその時代 120 111 0.93

10 市民のための新聞活用講座 40 18 0.45 ◆

11
イタリア美術紀行（ルネサンスの
藝術家列伝⑥）

120 85 0.71

12 社寺「縁起」を読むⅢ 80 82 1.03

13
細胞を勉強して、自分の身体と
病気を知ろう

80 120 1.50

14
ライフイベントから考える後半の
人生設計

80 73 0.91

15 「自然との共生」いまむかし 80 63 0.79

16 野の鳥の世界 80 86 1.08

17 自然数の性質と日常への応用 40 44 1.10

18 はじめてのロボット学 80 47 0.59

19 和の香り創り 20 30 1.50

20 はじめての英会話 30 30 1.00

21 ＴＯＥＩＣ４５０点目標クラス 30 33 1.10

1650 1729

※太字網掛けは応募が定員超え

　欄左側の◆は応募が定員の半分未満

さきがけ講座 応募状況

前期講座 応募状況



平成２５年度　市民大学応募状況

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

1 横須賀人物志Ⅱ 80 87 1.09

2
横須賀の近世社寺建築／水に
関わる神奈川の歴史的な建物

40 51 1.28

3 鎖国から開国へ 40 36 0.90

4 初めての天文学 120 125 1.04

5
「ちきゅう」が切り拓く巨大地震研
究最前線

80 84 1.05

6 地震と火山噴火 80 78 0.98

7 ２１世紀のエネルギー問題 80 52 0.65

8 西鶴の世界６ 80 56 0.70

9
国民的女優吉永小百合と戦後日
本

80 69 0.86

10 中国古典詩を読む 80 72 0.90

11
素晴らしきシャーロック・ホームズ
の世界

80 74 0.93

12 国際関係論 120 107 0.89

13
弁護士が教える社会生活上のト
ラブル対処法Ⅱ

80 55 0.69

14 フランス・パリの歴史と文化 40 86 2.15

15
幕末・明治の横須賀・横浜の郷
土史を日本近代史として読む

120 152 1.27

16 ふたたび鎌倉の禅を学ぶ 80 137 1.71

17
高度情報通信技術の世界への
いざない

40 41 1.03

18 西洋美術の見方Ⅱ 120 99 0.83

19 映画「愛の調べ」の3人の作曲家 120 110 0.92

20 日本美術　十個のうつわ 80 80 1.00

21
クオリティ・オブ・ライフ（生活の
質）の向上をめざして

120 34 0.28 ◆

22 英会話初級 30 23 0.77

23 ＴＯＥＩＣ600点目標クラス 30 26 0.87

1820 1734

後期講座 応募状況



平成２５年度　市民大学応募状況

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

夏期特別 歌舞伎入門講座 120 270 2.25

夏期特別 兼好法師の心ばえ 120 193 1.61

夏期特別 知って納得！ＬＥＤ照明 120 132 1.10

夏期特別
夏も冬もカラダつくりの基本は水
分管理

100 166 1.66

夏期特別 手づくりしましょう4 40 57 1.43

夏期特別
横須賀ゆかりの創作講談を楽し
もう

80 158 1.98

ジュニア ”空”の博士の科学教室 30 60 2.00

ジュニア 船の教室 30 22 0.73

特別 横須賀美術館トワイライトツアー 20 20 1.00

660 1078

定員
応募
者数

倍率

3910 3916 1.00

4570 4994 1.09

応募状況

講座名

さきがけ・前期・後期合計

さきがけ・前期・後期・特別合計

特別講座 応募状況



平成２６年度　市民大学応募状況　　

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

1 地震とは何か？ 80 90 1.13

2
再生可能エネルギーの時代が
やってくる

80 51 0.64

3 王朝武者の系譜をたどる 80 103 1.29

4 宇治十帖鑑賞⑦ 80 68 0.85

320 312

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

1 横須賀の歴史を彩った人びと 120 146 1.22

2 読んで楽しむ紫式部日記 120 151 1.26

3 古事記　中巻を読む 120 153 1.28

4 『平家物語』を読む３ 120 157 1.31

5 近世の俳諧 80 78 0.98

6 『論語』に親しむ（２） 30 26 0.87

7 東地中海の世界遺産 80 88 1.10

8 黒田官兵衛とその時代 120 125 1.04

9
「独立を願うスコットランド」英国
はどうなるの？

120 118 0.98

10 鎌倉禅宗史の巨星・栄西と蘭渓 120 117 0.98

11 市民のための新聞活用講座 30 25 0.83

12 世界の美術館めぐり 120 151 1.26

13 歌で聴くドイツの歴史（２） 80 66 0.83

14 日本の美術 80 94 1.18

15
大学の体育の先生から学ぶ
『よこすか健康大学』

30 37 1.23

16
働き盛りだから知りたい５つのラ
イフイベントを乗り切る方法！

80 55 0.69

17 自然科学と社会科学の中の数学 40 57 1.43

18 はじめての英会話 30 24 0.80

19 ＴＯＥＩＣ６００点目標クラス 30 21 0.70

20 ワード２０１０基礎 16 29 1.81

21 エクセル２０１０基礎 16 33 2.06

22
ＭＯＳ〔Ｅｘｃｅｌ２０１０スペシャリス
ト（一般）〕対応講座

12 13 1.08

1594 1764

※太字網掛けは応募が定員超え

　欄左側の◆は応募が定員の半分未満

さきがけ講座 応募状況

前期講座 応募状況



平成２６年度　市民大学応募状況　　

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

1 横須賀市と海軍 80 70 0.88

2 横須賀幕末史 60 64 1.07

3
横須賀市を考える（過去から現在
へ）

40 19 0.48 ◆

4
横須賀の近世社寺建築／神奈
川の工場建築

40 41 1.03

5 よこすか星空散歩 120 115 0.96

6 地球環境変動研究の最前線 80 82 1.03

7 いま知っておきたい自然災害 80 45 0.56

8 野の鳥に親しむ 40 63 1.58

9
松本清張は戦中戦後をどう描い
たか

80 90 1.13

10 中国古典の世界 80 77 0.96

11
シャーロック・ホームズ魅力の世
界

80 49 0.61

12 国際関係論 120 105 0.88

13
弁護士が教える社会生活上のト
ラブル対処法３

80 49 0.61

14 江戸の技術革新 120 128 1.07

15 社寺「縁起」を読むⅣ 80 66 0.83

16
高度情報通信技術の世界への
いざない

40 52 1.30

17 ドラマチック・ショパン 120 143 1.19

18 日本の美術２ 80 88 1.10

19 和の香り創り 20 52 2.60

20
子どもを伸ばす！上手なコミュニ
ケーションのとり方　　＊

40 40 1.00

21 よこすか創業セミナー 40 13 0.33 ◆

22 英会話初級 30 16 0.53

23 ワード２０１０基礎 16 21 1.31

24 エクセル２０１０基礎 16 23 1.44

25
ＭＯＳ〔Ｅｘｃｅｌ２０１０スペシャリス
ト（一般）〕対応講座

12 10 0.83

1594 1521

後期講座 応募状況



平成２６年度　市民大学応募状況　　

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

夏期特別 明治天皇の行幸と横須賀・浦賀 120 114 0.95

夏期特別 古代エジプトの秘宝を巡る 120 146 1.22

夏期特別
夏休み親子でJR横須賀駅たん
けん

40 72 1.80

夏期特別
夏も冬もカラダつくりの基本は水
分管理

100 116 1.16

夏期特別 手づくりしましょう５ 40 36 0.90

夏期特別 日本最初の看護師大関和物語 200 68 0.34 ◆

ジュニア 空の博士の科学教室 30 39 1.30

ジュニア 君もロボットプログラマー 20 42 2.10

特別 横須賀美術館鑑賞ガイド 80 72 0.90

特別
新聞記者から学ぶ記者入門講
座

20 29 1.45

770 734

定員
応募
者数

倍率

3508 3597 1.03

4278 4331 1.01

応募状況

講座名

さきがけ・前期・後期合計

さきがけ・前期・後期・特別合計

特別講座 応募状況



平成２７年度　市民大学応募状況

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

1 浦賀奉行所と庶民生活 120 102 0.85

2
再生可能エネルギーがくらしと地域
を変える

80 56 0.70

3 高倉健映画と戦後日本社会 120 86 0.72

4 ミドル世代のキャリアマネージメント 80 13 0.16 ◆

5 はじめてのアロマとセルフケア 30 75 2.50

430 332

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

1 「食」を楽しく学ぶ 20 7 0.35 ◆

2
大人から子どもに伝えたい大事なこ
と

30 5 0.17 ◆

3 横須賀の自然を調べる（昆虫編） 30 16 0.53

4
見た目からはじめるアンチエイジン
グ！

30 57 1.90

5
ノルディックウォーキングと横須賀
歴史探訪

20 53 2.65

6 よこすか☆ＢＯＳＡＩ女子講座 20 8 0.40 ◆

7
ハラスメント防止のためのアサー
ティブコミュニケーション

30 15 0.50

8 横須賀とフランス 80 120 1.50

9 ウィリアム・アダムズの生涯 120 157 1.31

10
女王陛下を通して学ぶ英国の近現
代

120 119 0.99

11
仕事力アップ！美文字とマナー＆コ
ミュニケーション

30 15 0.50

12
エクセル２０１０　ＭＯＳ検定スペシャ
リストレベル（一般）

20 15 0.75

13 ワード２０１０基礎 20 27 1.35

14 エクセル２０１０基礎 20 33 1.65

15 平成簡注本で読む「源氏物語」 120 124 1.03

16 古事記　下巻を読む 120 142 1.18

17 『平家物語』を読む４ 120 164 1.37

18
医師・薬剤不要：自分でできる生活
習慣病予防法

120 82 0.68

19 モチーフで学ぶ西洋美術の豆知識 120 125 1.04

1190 1284

※太字網掛けは応募が定員超え

　欄左側の◆は応募が定員の半分未満

さきがけ講座 応募状況

前期講座 応募状況



平成２７年度　市民大学応募状況

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

1
アタッチメント・ベビーマッサージ講
座

10 7 0.70

2 いじめをしない！されない！子育て 30 11 0.37 ◆

3
家族力ＵＰ術！ママ♡パパ スマイル
２００％☺☺

20 28 1.40

4 発酵料理学 20 51 2.55

5 憲法入門 80 40 0.50

6 国際交流へのススメ 40 59 1.48

7
女性のためのビジネス・再チャレン
ジ講座

20 11 0.55

8 アクティブ・シニアの生き活きライフ 30 15 0.50

9
堅実女子のための知って得するマ
ネー＆リーガル講座

40 16 0.40 ◆

10 災害多発時代を生き抜く方法 40 19 0.48 ◆

11
「仕事の基礎力」ブラッシュアップ講
座

40 17 0.43 ◆

12 ワード２０１０基礎 20 22 1.10

13 エクセル２０１０基礎 20 15 0.75

14
ビギナーからステップアップ！初級
者向け英会話

30 22 0.73

15 横須賀明治史 60 93 1.55

16
異邦人　三浦按針（ウィリアム・アダ
ムズ）

120 122 1.02

17
フランス文化受容の地・横須賀：浮
世絵を介して開花したジャポニスム

120 87 0.73

18 よこすか星空散歩 40 46 1.15

19 歴史遺産を歩く 80 109 1.36

20 民衆の歴史から今、学ぶもの 80 30 0.38 ◆

21 国際関係論 120 93 0.78

22 江戸の技術革新　Ｐａｒｔ２ 120 118 0.98

23 ほとけの教えしばし学ばん 120 158 1.32

24 使って覚えるイタリア語 40 30 0.75

25 天才メンデルスゾーンの音楽 120 121 1.01

26 音読で味わう近代文学 40 43 1.08

1500 1383

後期講座 応募状況



平成２７年度　市民大学応募状況

講座番号 講座名 定員
応募
者数

倍率

夏期特別 近代化遺産の魅力 120 97 0.81

夏期特別 自分を守るには 120 26 0.22 ◆

夏期特別
いつでも、どこでも、誰にでも役立
つ、正しい水分管理のいろは

100 100 1.00

夏期特別 手づくりしましょう6 40 45 1.13

夏期特別
創作講談とワークショップ「浦賀奉行所
与力中島三郎助　黒船来る！」

200 189 0.95

ジュニア
レモン電池でメリーゴーランドを作ろ
う！

20 74 3.70

ジュニア
コンデンサーを使った電気自動車
でレースをしよう！

20 31 1.55

スペシャル
デー

「横須賀明細一覧図」の世界を読む 150 53 0.35 ◆

スペシャル
デー

正式国名を通して学ぶ真の英国理
解

150 59 0.39 ◆

まなびか
んまつり

忠度を楽しむ 能の世界 150 237 1.58

1070 911

定員
応募
者数

倍率

3120 2999 0.96

4190 3910 0.85

応募状況

講座名

さきがけ・前期・後期合計

さきがけ・前期・後期・特別合計

特別講座 応募状況



平成28年度　市民大学応募状況
【さきがけ講座】

応募状況

定員
応募
者数

倍率

1
東洋医学で考える健康と病気につ
いて

120 157 1.3

2 ライフスタイルを豊かにする 30 39 1.3

3 『おくのほそ道』そぞろ歩き 80 68 0.9

4 イタリアで活躍した10人の芸術家 120 76 0.6

5
吉川英治『宮本武蔵』から山岡荘
八『徳川家康』へ

120 87 0.7

470 427 -

※太字網掛けは応募が定員超え

　欄左側の◆は応募が定員の半分未満
講座名

合計

3.講座応募・受講状況一覧



平成28年度　市民大学応募状況
【前期講座】

応募状況

定員
応募
者数

倍率

1
愛情を伝える子どもの撮り方とアル
バム作り

20 15 0.8

2 横須賀の自然を調べる(昆虫編) 20 11 0.6

3
新しい働き方にチャレンジ！「ＮＰＯ
マネジメント」講座

30 11 0.4 ◆

4 近世古文字の解読を楽しもう 30 48 1.6

5 今日から始める俳句 20 44 2.2

6 おひとりさまのシニアライフ 80 76 1.0

7 美活でアンチエイジング 30 32 1.1

8 歴史遺産を歩くⅡ 80 72 0.9

9 浦賀奉行所 120 138 1.2

10 本質から理解する放射線 80 79 1.0

11 真田幸村とその時代 120 119 1.0

12 日本仏教の歴史と美術 120 197 1.6

13 平成簡注本で読む「源氏物語」２ 120 123 1.0

14 古事記の語る天皇 120 131 1.1

15 『平家物語』を読む５ 120 178 1.5

16 古典芸能のいろは 120 99 0.8

17
明日から使えるプレゼンテーション
講座

30 18 0.6

18
エクセル2010 ＭＯＳ検定スペシャ
リストレベル（一般）

20 13 0.7

19 エクセル2010基礎 20 23 1.2

1300 1427 -

講座名

合計

3.講座応募・受講状況一覧



平成28年度　市民大学応募状況
【後期講座】

応募状況

定員
応募
者数

倍率

1 防災力を高める 30 30 1.0

2
わが町に再エネ発電所がやってく
る

30 11 0.4 ◆

3 憲法入門 30 23 0.8

4 国際理解講座 30 27 0.9

5 横須賀市政の歴史 80 78 1.0

6
東日本大震災後5年：JAMSTECが
行っている震災関連研究

80 71 0.9

7
より良い家族関係のためのコミュニ
ケーション講座

30 18 0.6

8
弁護士・税理士・行政書士・ＦＰに
よる「知って得するお金の話」

30 56 1.9

9 身の回りの微生物を知ろう 80 44 0.6

10
ビギナーからステップアップ！初級
者向け英会話

30 16 0.5

11 文化を楽しむスペイン語 30 44 1.5

12 国際関係論 120 101 0.8

13 江戸の漂流記を読む 120 170 1.4

14 夏目漱石とたどる明治の満州 120 95 0.8

15
天国へのあこがれの調べシューベ
ルト

120 124 1.0

16 イギリス史に輝く２人の女王 30 24 0.8

17
今さら聞けない社会人としてのマ
ナー講座

20 13 0.7

18 パワーポイント２０１０基礎 20 22 1.1

19 ワード２０１０応用 20 22 1.1

20 エクセル２０１０応用 20 17 0.9

1070 1006 -

講座名

合計

3.講座応募・受講状況一覧



平成28年度　市民大学応募状況
【特別講座】

定員
応募
者数

倍率

40 8 0.2

50 86 1.7

80 88 1.1

200 105 0.5

50 11 0.2 ◆

100 114 1.1

80 60 0.8

20 10 0.5

20 15 0.8

150 109 0.7

300 308 1.0

80 113 1.4

1170 1027 -

応募状況

定員
応募
者数

倍率

2840 2860 1.0

1170 1027 0.9

4010 3887 1.0総計

さきがけ・前期・後期

夏期特別

『口から食べる』を続けるためのいろは

おなかの中にいたときにタイムスリップ！

食物アレルギーの基礎知識

風に向かって走る風力車！

ペーパークラフトのロボットをトレースカーに乗
せよう！

合計

講座名

夏期・ジュニア・特別

開催時期

講座名

応募状況

現代天文学概要

夏休み親子で防災教室

美文字講座

フランス絵画のなかの女たち

バランスの良い食事から考える生活習慣病
予防

歴史を活かしたまちづくり

能の世界を楽しむ

ジュニア

40周年記念特別

3.講座応募・受講状況一覧



平成29年度　市民大学応募状況
【さきがけ講座】

定員
応募
者数

倍率

1 ヨガの道しるべ 30 36 1.2

2 裁判員制度とニホンの刑事司法 40 29 0.7

3 西鶴　町人物の世界 80 133 1.7

4
素晴らしきシャーロック・ホームズの
世界

80 72 0.9

5 キリスト教考古学 80 79 1.0

310 349 -

※太字網掛けは応募が定員超え

　欄左側の◆は応募が定員の半分未満
講座名

合計

応募状況



平成29年度　市民大学応募状況
【前期講座】

定員
応募
者数

倍率

1
調べて伝える横須賀の自然（昆虫・
植物）

20 22 1.1

2 江戸時代の文字を読んでみよう 30 58 1.9

3 どうする!?老いと孤立と支えあい 30 26 0.9

4 活き活き グリーンライフ 25 43 1.7

5 「今」を生きるための終活 80 66 0.8

6
東洋医学で考える健康と病気につ
いて２

80 138 1.7

7 歴史遺産を歩く3 80 61 0.8

8 無線通信技術の１６０年 30 29 1.0

9 本質から理解する放射線 80 35 0.4 ◆

10 魅力再発見！ 横須賀の文化財 80 55 0.7

11 新横須賀市史の近世編を読む 120 136 1.1

12 西洋美術に見る死生観の歴史 120 103 0.9

13 井伊直虎とその時代 120 73 0.6

14 日本禅宗史入門 120 159 1.3

15 平成簡注本で読む「源氏物語」３ 120 123 1.0

16 「古事記」を読み直す 120 114 1.0

17 『平家物語』を読む６ 120 179 1.5

18 古典芸能のいろは２ 120 69 0.6

19 風俗画と江戸の浮世絵 120 78 0.7

20 TOEIC450点目標クラス 30 11 0.4 ◆

21
エクセル2010　ＭＯＳ検定スペシャリ
ストレベル（一般）

20 10 0.5

22 ワード2010基礎講座 20 25 1.3

23 エクセル2010基礎講座 20 19 1.0

1705 1632 -合計

講座名

応募状況



平成29年度　市民大学応募状況
【後期講座】

定員
応募
者数

倍率

1 再エネ時代—いまとこれから 30 19 0.6

2 憲法入門 30 20 0.7

3 国際交流講座 30 38 1.3

4
女性のためのアサーティブコミュニ
ケーション講座

30 34 1.1

5
ミドル世代の知って得する制度とお
金

30 34 1.1

6
気になるアンチエイジング術で楽し
く美活

25 36 1.4

7 黒潮文化からみた三浦半島 30 50 1.7

8 三浦一族の歴史 80 103 1.3

9 三浦按針とペリー来航 120 147 1.2

10 「東京文学散歩」の時代 120 105 0.9

11
ビギナーからステップアップ！初級
者向け英会話

30 23 0.8

12 フランス語会話入門＆フランス文化 30 32 1.1

13
近代日本は憲法と戦争にどう向き
あったか

80 37 0.5

14 世界の美術館 40 44 1.1

15 国際関係論 120 84 0.7

16 江戸の漂流記Part２ 120 155 1.3

17 チャイコフスキーとロシアの作曲家 120 122 1.0

18 TOEIC６００点目標クラス 30 28 0.9

19
今さら聞けない社会人としてのマ
ナー・仕事の進め方講座

20 4 0.2 ◆

20 ワード２０１０応用講座 18 18 1.0

21 エクセル２０１０応用講座 18 13 0.7

1151 1146 -

応募状況

講座名

合計



平成29年度　市民大学応募状況
【特別講座】

定員
応募
者数

倍率

120 125 1.0

80 118 1.5

120 88 0.7

80 140 1.8

100 97 1.0

80 104 1.3

15 10 0.7

20 13 0.7

20 11 0.6

120 138 1.2

80 84 1.1

835 928 -

定員
応募
者数

倍率

3166 3127 1.0

835 928 1.1

4001 4055 1.0

合計

講座名

応募状況

扇を作ってみよう！

特別

さきがけ・前期・後期

夏期・ジュニア・特別

総計

応募状況

緩和ケアの現場に学ぶ人生の終活

ジュニア

おなかの中にいたときにタイムスリップ！

「口から食べる」を続けるためのいろは

戦国時代の旗印と紋所

家庭で出来る寝たきりにならない介護予防

将軍家姫君様の婚礼調度

認知症-老いとこころのケア

セルフで簡単かわいいゆかた着こなし術講座

「任侠物の世界」講談神田春陽

マティスと青山義雄

開催時期

講座名

夏期特別



平成30年度　市民大学応募状況
【さきがけ講座】

定員
応募
者数

倍率

1 呼吸で健康美人 30 73 2.4

2 西鶴　本朝二十不孝を読む 80 85 1.1

3 レ・ミゼラブルってなんだろう 80 55 0.7

4 日常の中の心理学 80 104 1.3

5 神奈川の大地の成り立ちを探る 80 98 1.2

350 415 -

講座名

合計

応募状況 ※太字網掛けは応募が定員超え

　欄左側の◆は応募が定員の半分未満



平成30年度　市民大学応募状況
【前期講座】

応募状況

定員
応募
者数

倍率

1
調べて伝える横須賀の自然（昆虫・
植物）

20 12 0.6

2 植物のある暮らし 25 49 2.0

3 古文字に親しもう 40 63 1.6

4
生活設計に大切な知識の学び直し
講座

80 64 0.8

5 歴史遺産を歩く4 80 86 1.1

6 東洋医学で学ぶ”健康の秘訣” 80 139 1.7

7 横須賀の住宅遺産 40 62 1.6

8 浦賀奉行所の歴史 120 136 1.1

9 西郷隆盛とその時代 120 142 1.2

10 平成簡注本で読む「源氏物語」4 120 123 1.0

11 古事記　中巻の天皇 120 105 0.9

12 『平家物語』を読む7 120 160 1.3

13 名画で徹底解説！ダンテの「神曲」 120 69 0.6

14 続・キリスト教考古学 80 80 1.0

15 古典芸能のいろは3 120 71 0.6

16 TOEIC450点目標クラス 30 26 0.9

17 パワーポイント2010基礎講座 20 16 0.8

18 ワード2010基礎講座 20 12 0.6

19 エクセル2010基礎講座 20 23 1.2

20 エクセル2010応用講座 20 14 0.7

1,395 1,452 -

講座名

合計



平成30年度　市民大学応募状況
【後期講座】

応募状況

定員
応募
者数

倍率

1 再エネ時代に生きる 30 21 0.7

2 憲法入門 40 20 0.5

3 国際理解講座 40 26 0.7

4
気持ちがラクになるコミュニケーショ
ン講座

40 46 1.2

5
アクティブシニアの知って得する制
度とお金

40 68 1.7

6
気になるアンチエイジング術で楽し
く美活

25 37 1.5

7 三浦半島の民俗 80 70 0.9

8
ＪＡＭＳＴＥＣが行っている研究最前
線

80 79 1.0

9 横須賀無線史 30 22 0.7

10 「万葉集」の世界 120 102 0.9

11 「東京文学散歩」の時代・下町編 120 78 0.7

12 初級英会話講座 20 31 1.6

13 フランス語入門＆フランス文化 80 45 0.6

14 仏典・仏像・仏画の基礎学 120 154 1.3

15 郵便の父　前島密 40 26 0.7

16 宇宙・地球と生命 80 93 1.2

17 国際関係論 120 88 0.7

18 敗者の明治維新 120 210 1.8

19 チェコ国民楽派の魅力 120 111 0.9

20 TOEIC６００点目標クラス 30 32 1.1

1,375 1,359 -

講座名

合計



平成30年度　市民大学応募状況
【特別講座】

定員
応募
者数

倍率

80 128 1.6

120 115 1.0

40 28 0.7

80 79 1.0

80 121 1.5

80 84 1.1

20 6 0.3 ◆

20 16 0.8

15 16 1.1

120 268 2.2

80 62 0.8

735 923 -

定員
応募
者数

倍率

3,120 3,226 1.0

735 923 1.3

3,855 4,149 1.1

ジュニア

福祉体験教室

科学体験教室

おなかの中にいたときにタイムスリップ！

応募状況

家庭で楽しく介護予防

神奈川の浮世絵

測って学ぶ放射線

「口から食べる」を続けるためのいろは第3弾

がんになっても自分らしく

さきがけ・前期・後期

夏期・ジュニア・特別

総計

徳川家康の浦賀外交と三浦按針

横須賀美術館とジャズ講義コンサート

合計

講座名

応募状況

特別

認知症ケア

開催時期

講座名

夏期特別



令和元年度　市民大学応募状況
【さきがけ講座】

定員
応募
者数

倍率

1 きれい習慣で血行美人 30 57 1.9

2 西鶴　本朝二十不孝を読む　その２ 80 56 0.7

3
ラファイエット夫人「クレーヴの奥方」
を知る

80 36 0.5

4 こころと体の心理学 80 124 1.6

5 親子体験教室（スポーツ吹矢） 40 18 0.5

310 291 -

※太字網掛けは応募が定員超え

　欄左側の◆は応募が定員の半分未満
講座名

合計

応募状況



令和元年度　市民大学応募状況
【前期講座】

定員
応募
者数

倍率

1 横須賀の海の自然 20 18 0.9

2 人生100年時代の植物との暮らし方 25 50 2.0

3 古文字に親しもう 40 56 1.4

4
初歩からの一眼レフ・ミラーレスカメ
ラ撮影術

20 44 2.2

5
元気なうちに考えよう！エンディン
グプラン講座

80 90 1.1

6 歴史遺産を歩く5 80 122 1.5

7 東洋医学で実践する”健康の秘訣” 120 125 1.0

8 環境共生時代の暮らしのデザイン 40 25 0.6

9 中島三郎助の活躍と生涯 120 141 1.2

10 「万葉集」の世界　巻二を読む 120 138 1.2

11 簡注本で読む「源氏物語」5 120 118 1.0

12 古事記　下巻の天皇 120 85 0.7

13 「平家物語」を読む8 120 149 1.2

14
名画で徹底解説！ダンテの「神曲」
2

120 68 0.6

15 続々・キリスト教考古学 80 77 1.0

16 古典芸能のいろは4 100 55 0.6

17 TOEIC450点目標クラス 30 18 0.6

18 ワード2016基礎講座 20 21 1.1

19 エクセル2016基礎講座 20 18 0.9

20 パワーポイント2016基礎講座 20 9 0.5

1,415 1,427 -合計

講座名

応募状況



令和元年度　市民大学応募状況
【後期講座】

定員
応募
者数

倍率

1
憲法入門　【関東学院大学協力講
座】

40 25 0.6

2
「地方創生」とは何か　【関東学院大
学地域創生実践研究所協力講座】

80 28 0.4 ◆

3
自他尊重のアサーティブ・トレーニ
ング講座

40 30 0.8

4
スマート・シニアになろう【横須賀商
工会議所協力講座】

80 38 0.5

5
気になるアンチエイジング術で楽し
く美活《女性》

25 27 1.1

6
放射線と原子核の科学　※ＦＷ実習
あり

80 25 0.3 ◆

7 三浦半島の祭と民俗　※ＦＷあり 80 78 1.0

8
《出前講座》 鳥類生態学 ※ＦＷあ
り

30 25 0.8

9 見えない宇宙を観る 80 68 0.9

10
地球の歴史に年代の目盛りを入れ
る

80 88 1.1

11 分子でひもとく生物の不思議 80 77 1.0

12 東京文学散歩 140 53 0.4 ◆

13
初級英会話 【ＮＰＯ法人横須賀国
際交流協会協力講座】

18 17 0.9

14 フランス語入門＆フランス文化 80 39 0.5

15 日本仏教史の小窓 140 140 1.0

16
大江戸巨大都市の建設とインフラ
整備

140 188 1.3

17 近代ヨーロッパ絵画の巨匠たち 140 76 0.5

18 北欧の音楽の魅力 140 115 0.8

19 国際関係論 140 85 0.6

20 TOEIC600点目標クラス 30 19 0.6

21 ワード2016応用講座 20 17 0.9

22 エクセル2016応用講座 20 11 0.6

1,703 1,269 -

応募状況

講座名

合計



令和元年度　市民大学応募状況
【特別講座】

定員
応募
者数

倍率

140 90 0.6

80 72 0.9

120 156 1.3

120 152 1.3

120 116 1.0

120 108 0.9

20 12 0.6

15 11 0.7

200 145 0.7

200 137 0.7

1,135 999 -

定員
応募
者数

倍率

3,428 2,987 0.9

1,135 999 0.9

4,563 3,986 0.9

夏期・ジュニア・特別

総計

テレビ朝日　大人出前講座　※中止

合計

講座名

食事で介護予防！

さきがけ・前期・後期

ジュニア

宇宙講座

科学体験教室

おなかの中にいたときにタイムスリップ！

特別

按針の仲間たちのそれから

応募状況

応募状況

緩和ケアとの付き合い方

皇位継承とさまざまな様式

サラ・ベルナールの世界展

シニアの健康管理

夏期特別

開催時期

講座名



令和２年度　市民大学応募状況
【さきがけ講座】　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、2/22募集直前に中止決定（市主催事業中止）

【前期講座】　※3月の講師交渉中に一旦延期したが、4月の「緊急事態宣言1回目」に伴い中止決定

【後期講座】　※未開講の4講座は、1月の「緊急事態宣言2回目」に伴い中止。開講中の11講座は来年度にかけて延期

定員
応募
者数

倍率

1
やさしい憲法入門　【関東学院
大学協力講座】

40 27 0.7

2
国際関係論
（講座回数8→4回）

95 72 0.8

3
サステイナブルな生活のデザイ
ン

40 20 0.5

4 歴史遺産を歩く6 95 55 0.6

5
Ｗｉｔｈコロナ時代の「地方創生」
⇒R3前期実施予定

40 24 0.6 令和３年度に延期

6
徹底検証！「横須賀の日本遺
産」

95 78 0.8

7 郷土横須賀の歴史 40 64 1.6

8
三浦半島の祭と民俗※新型コ
ロナ中止

95 79 0.8 中止

9 古文字に親しもう【入門クラス】 40 52 1.3

#
古文字に親しもう【中級クラス】
⇒R3前期実施予定

40 33 0.8 令和３年度に延期

#
松本清張「砂の器」を連載新聞
で読む

95 46 0.5

# 古事記よもやま話 95 101 1.1

# 記紀万葉の世界観 95 75 0.8

# ベートーヴェンの生涯と音楽 95 99 1.0

#
名画で徹底解説！ダンテの
「神曲」3⇒R3前期実施予定

95 45 0.5 令和３年度に延期

# 仏教信仰の変容 95 83 0.9

#
考古学で巡る古代イスラエルの
旅

95 91 1.0

# 初めての天文学 95 47 0.5

# ワード2016基礎講座 8 10 1.3

# 簡注本で読む「源氏物語」6 95 96 1.0

# 「平家物語」を読む9【午前】 95 70 0.7

# 「平家物語」を読む9【午後】 95 55 0.6

1,673 1,322 -

※太字網掛けは応募が定員超え

　欄左側の◆は応募が定員の半分未満

応募状況

講座名

合計



令和２年度　市民大学応募状況

【特別講座】

定員
応募
者数

倍率

95 57 0.6

95 60 0.6

95 51 0.5

95 135 1.4

95 101 1.1

95 49 0.5

95 67 0.7

95 116 1.2

95 47 0.5

95 87 0.9

95 47 0.5

95 80 0.8

100 44 0.4 中止

14 7 0.5 中止

1,254 948 -

定員
応募
者数

倍率

1,673 1,322 0.8

1,254 948 0.8

2,927 2,270 0.8

夏期・ジュニア・特別

総計

科学体験教室（ジュニアカレッジ）※新型
コロナ中止

合計

講座名

さきがけ・前期・後期

活動弁士と無声映画の世界※新型コロ
ナ中止

応募状況

終の住処

地域福祉入門

コロナに負けないからだづくり

特別2（9月～10月）

「古事記」最後の天皇

上田薫展を徹底解説！

伊能忠敬

くらしをささえる医療、介護、年金の役割

明智光秀とその時代

まなびの2Days（1/30）

特別（8月～9月）

看板から学ぶ日本文化の魅力

コロナ禍はどのように報道されているか？

防災力向上講座

よこすか坂道物語

応募状況
開催時期

講座名



令和３年度　市民大学応募状況
【さきがけ講座】

定員
応募
者数

倍率

1 垂直を駆け登れ！　スポーツクライミング 45 25 0.6

2 競技としてのスケートボード 45 24 0.5

3 横須賀・三浦のマリンスポーツの魅力 45 15 0.3 ◆

4
プロサッカー選手 “ジャンボ大久保” 【ｼ
ﾃｨｻﾎﾟｰﾄよこすか寄附講座】

100 69 0.7

5 漱石の弟子　寺田寅彦の名言録 100 89 0.9

6 人生１００年時代を生き抜くからだづくり 100 86 0.9

7 『更年期』と女性のヘルスケア 45 32 0.7

480 340 -

※太字網掛けは応募が定員超え

　欄左側の◆は応募が定員の半分未満

応募状況

講座名

合計



令和３年度　市民大学応募状況
【前期講座】　※未開講の2講座は、「緊急事態宣言3回目」に伴い中止。開講中の講座は宣言解除後に延期実施。（回数減の講座も有り）

定員
応募
者数

倍率

1 食と農の博物塾　【市博物館協力講座】 45 8 0.2 ◆

2 海洋環境と私たちの暮らし 45 37 0.8

3 家族と自分のための食育講座 45 19 0.4 ◆

4
東洋医学で実践する“健康の秘訣”
（講座回数8→6回）

100 98 1.0

5 辛口ジャーナリストが語る医療と介護 100 96 1.0

6
Ｗｉｔｈコロナ時代の「地方創生」　【関東学院
大学協力講座】

45 9 0.2 ◆

7 Ｗｉｔｈコロナ時代の「地方創生」オンライン - 10 -

8
歴史遺産を歩く７　　歴史の町紀行
（講座回数10→9回）

100 66 0.7

9 幕末から明治・大正期の横須賀 100 104 1.0

10 古文字に親しもう　　【入門クラス】 45 64 1.4

11
古文字に親しもう 【中級クラス】 ※全６
回中止

45 36 0.8

12 渋沢栄一と幕末・維新 100 90 0.9

13
神奈川の名城 小田原城の魅力を徹底追
及！

100 80 0.8

14 「万葉集」の世界 100 79 0.8

15
「おくのほそ道」と芭蕉
（講座回数10→8回）

100 87 0.9

16
名画で徹底解説！ダンテの『神曲』③
（講座回数10→9回）

100 40 0.4 ◆

17
近現代の日本で活躍した建築家と作品・系
譜

45 16 0.4 ◆

18
さまざまな心理学を学ぼう【明治学院大学
協力講座】（講座回数8→5回）

100 100 1.0

19 唐物と日本のわび　※全６回中止 100 56 0.6 中止

20
シリア・ヨルダン・エジプト考古学踏査の旅
（講座回数10→9回）

100 81 0.8

21
ＭＯＳ２０１６エクセル（一般レベル）試験対
策講座

10 12 1.2

22
令和簡注本で読む「源氏物語」７
（講座回数19→16回）

96 96 1.0

23 「平家物語」を読む１０　【午前】 68 69 1.0

24 「平家物語」を読む１０　【午後】 50 47 0.9

1,739 1,400 -

応募状況

講座名

合計



令和３年度　市民大学応募状況
【後期講座】

定員
応募
者数

倍率

1 新聞の読み方講座（実践編） 50 35 0.7

2
やさしい憲法教室 【関東学院大学協力講
座】

45 22 0.5

3 国際関係論 100 104 1.0

4 シニアのためのストレッチ＆コアトレ入門 40 46 1.2

5 ”認知症にやさしいまちづくり”講座 45 45 1.0

6
”認知症にやさしいまちづくり”講座【オンラ
イン講座】

- 36 -

7 想いを伝えるエンディングプラン講座 100 33 0.3 ◆

8 三浦半島の海と民俗 100 78 0.8

9
横須賀・横浜の沿岸域文化史考　【関東学
院大学協力講座】

100 81 0.8

10
鉄道の歴史と生活文化～鉄道開業１５０周
年記念～

45 61 1.4

11 星空にひそむ最新天文学 100 66 0.7

12
はじめての哲学　【関東学院大学協力講
座】

45 68 1.5

13 大江戸八百八町の人々と暮らし 100 113 1.1

14 「三国志」の世界（入門編） 100 59 0.6

15 古代エジプト・古代ローマ対比考究 100 103 1.0

16 『方丈記』を読む 100 104 1.0

17 水上勉と京都 45 49 1.1

18 モーツァルトの生涯と音楽 100 105 1.1

19 テトラバランス人間力学 45 23 0.5

20 日本仏教史点描 100 102 1.0

21 初心者でも学べるワード２０１６基礎講座 20 9 0.5

22 初心者でも学べるエクセル２０１６基礎講座 20 10 0.5

1,500 1,352 -

応募状況

講座名

合計



令和３年度　市民大学応募状況
【特別講座】

定員
応募
者数

倍率

100 87 0.9

100 100 1.0

100 98 1.0

100 53 0.5 中止

100 52 0.5 中止

100 44 0.4 中止

45 32 0.7

20 70 3.5

45 44 1.0 中止

45 105 2.3 中止

100 118 1.2

100 80 0.8

15 28 1.9

970 911 -

定員
応募
者数

男 女 倍率

3,719 3,092 1,670 1,422 0.8

970 911 441 470 0.9

4,689 4,003 2,111 1,892 0.9

中止

コロナ禍における認知症予防※新型コロナ中止

家庭でできる転倒予防※新型コロナ中止

アウトドア×防災で生きる力を！※新型コロナ中止

ジュニアカレッジ（8月）

「ロウソクの科学」を知ろう！

酒井駒子の絵本の魅力を探る　【横須賀美術館協力
講座】

ブラックホールの撮影とその舞台裏

絵本と紙芝居の魅力とその力

世界が注目！日本人の食と健康寿命※新型コロナ中
止

夏休み・京急のふしぎを知ろう！（高学年）※新型コロ
ナ中止
夏休み・京急のふしぎを知ろう！（低学年）※新型コロ
ナ中止

まなびの1Day（1/29）

総計

科学体験教室（ジュニアカレッジ）

合計

講座名

応募状況

さきがけ・前期・後期

夏期・ジュニア・特別

屋鋪要と蒸気機関車

活動弁士と無声映画の世界

応募状況
開催時期

講座名

夏期特別（8月～9月）
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